


[image: ]








[image: ]









敏腕社長に愛された地味ＯＬはシンデレラになりました
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０．オネェの禍は恋に転じるか？











　童話の世界には、不遇なヒロインの恋を成就させる為に一役買う、心優しい助力者が居る。

　例えば、シンデレラの魔法使いとか。

（だったら、私に現れたアレはなんだろう）

　二十八歳、年季の入った干物女子である象山きさやま美桜みおは、息を詰めて目の前にある重厚なドアを見る。

　ドアには、〝社長室〟と刻まれた金色のプレートが、これ見よがしに輝いている。

　重々しさを感じさせる樫材も、指紋を付けるのをためらってしまうほど磨かれたノブも、見慣れたものだ。先週末と変わらない。

　なのに、ドキドキしてしまうのは何故だろう。

（少し髪型を変えただけ、少しメイクを変えただけ）

　深呼吸をする。

（自意識過剰だ。きっと社長は気にもしない）

　わかっていても、鼓動が速まる。

　こんなのたいしたことはない。そう言い聞かせれば聞かせるほど、ドアの向こうにいる彼の反応が気になって仕方がない。

　他の女性からすれば、気分転換にすぎない変化だ。

　けれど、十年近く同じ髪型や服装――いわゆる生真面目スタイルを貫いた美桜には、とても大きな変化で、とてつもない冒険だった。

　しかも、自分から変化を望んでそうしたのではない。

　偶然再会した同級生――オネェと一晩飲み明かし、目覚めた時にはヘアスタイルを変えられ、魔法のステッキよろしく、メイク道具を振るわれただけだ。

　込み上げてきた溜め息を呑み込み、腕時計を見る。

　始業十五分前。いい加減にタイムリミットだ。

　秘書歴十年。

　今までに感じてきたものとは違う緊張に表情を引きつらせながら、美桜はドアノブに手を掛けた――。










１．秘書の上にも三年











　フラッシュを焚く音がして、俯いていた横顔に光が差す。

　不意のまぶしさに頭を上げ、そこで美桜は、自分がスタジオの隅にある暗がりに立っていたことを思い出す。

　寒い。空調が効きすぎているようだ。

　だからといって、勝手に温度を変えることはできない。

　この撮影スタジオの主役は、自分ではなくモデルやカメラマンだ。

　ライトアップされている中心部は、もっと暑いに違いない。

　水着の撮影ならともかく、冬に使うアウター写真のモデルが汗を掻いていたら、季節感は台無しだ。カタログを飾る大事な広告写真なのに。

　腕を擦りたい気持ちを抑え、美桜は直立不動のまま辺りを観察する。

　撮影も佳境に入ったのか、先ほどまで雑談していたスクリーン周りのスタッフも、固唾を呑んでモデルとカメラマンを見守っていた。

　なにかを手に入れようと上に伸ばされた女性モデルの手や指は、白く、しなやかだ。

　美を極限まで高めるため、日々努力を怠らず、ゆえに自信を持つ手は、同性である美桜の視線をも釘付けにする。

　秋に発表する、自社アウターの成功を確信しつつ、美桜は視線を横へずらす。

　このスタジオの主役であるモデルが、完璧なアイメイクを施された目を向ける先――スクリーン脇に用意された特等席に、一人の男性が座っていた。

　秋埜あきの律己りつき。

　叔父から、靴や鞄を取り扱う皮革メーカーであった会社を継ぎ、たった四年の間に注目のアパレルブランドとして変革させた、今注目の若手経営者だ。

　アメリカの大学で経営を学び、ファッション・コンサルタントとして、若手デザイナーのブランド設立に携わり、次々に成功させた経歴もさることながら、外見のインパクトも強い。

　すっきりとした鼻筋に、意志を感じさせる力強い眉。

　まなじりはきつく上がり気味だが、遠くを見据えるような眼差しのせいで、やんちゃな少年といった印象が見え隠れする。

　だが、子どもっぽい男とは違う。

　ふとした弾みに見せる流し目や、挑発的に歪められた唇から漏れる色気は、三十四歳という年齢に相応しいもので、普段とのギャップにやられる女子は、社の内外を問わずに多い。

（顔面偏差値が高いと言うか、顔だけじゃないのがまた）

　いよいよ本格的になってきた寒気をごまかすため、美桜は律己の外見再評価に集中する。

　ライトの位置を変更したのか、先ほどよりはっきりと律己の姿が見えだす。

　滑らかで張りのある肌だ。

　日に焼けた健康的な皮膚からは、彼が活動的でスポーツを好むことがわかる。

　つい最近受けたインタビューで「学生や若手の頃は、時間があればヨットを弄くり回していた」と答えていたから、戸外で身体を動かし、汗を流すことを楽しめる性格なのだろう。

　実際、彼は引き締まった身体をしている。

　高い身長、無駄なく均等に筋肉が付いた身体には、ことのほかスーツが似合う。

　そのくせ、単純にイケメンとか美形だという言葉には収まらないのが、この男の――美桜の上司である男の、タチが悪い処だ。

　ファッションにしろ、ヘアスタイルにしろ、どこか一つ外す。

　英国紳士風にまとめながら、チーフだけ妙に派手なものを選んだり、カジュアルに砕けた装いの時は、表情を引き締めるシルバーフレームの伊達眼鏡をしてみたり。

　完璧にせず、あえて遊びを作ることで、自分に余裕があるのだと伝えるやりかたは、彼独特の処世術だ。なのに、知っている美桜でも、彼のアンバランスさに気を惹かれてしまう。

　うっかり魅了されたらおしまいだ。心を奪われ、手に入れようとあがき苦しむ地獄が始まる。

（絶対に、手に入らないのだとしても）

　考えるうちに、また俯いてしまっていたのか、黒いヒールの爪先や、無難すぎるタイトスカートが目に入る。

　いつの間にかシャッター音は止み、人が動き始めていた。

　お疲れ様という声が聞こえ、写真確認をと口にしながら、男性が機材を移動させている。

　撮影が終わるようなら、スマートフォンを確認しなければ。

　今日のスケジュールは、この撮影立ち会いで終わりだが、急ぎがあるかもしれない。

　冷えすぎてだるくなった腕を動かそうとした途端、影が差し、ついで、肩が厚みのある布で覆われた。

　スーツの上着だと気づくより先に、着ていた男の温もりと香りに包まれる。

　しっとりと重みを帯びたシダの匂いが鼻孔に広がり、最後に、ラベンダーの甘く穏やかな芳香が漂う。

　同時に肌からじわりと温かさが染み入り、美桜は抱き締められたかのような錯覚に囚われる。

　ドキリとした。

　目の前に酷く魅惑的な雄がいる。本能に誘われるまま顔を上げ、動きを止める。

　あ、と息を求めるように口を開きかけ、美桜はあわてて眉間を寄せた。

「社長」

「暑い。持っていろ」

　美桜から咎められるとでも思ったのか、律己は視線をスタジオの中心部へやり、ネクタイを緩める。

「なんですか。私の肩はハンガーではありません。……お渡しいただければよろしいのに」

　あえて素っ気なく聞こえるように伝え、掛けられたスーツを畳もうと手を伸ばす。

　襟口を掴み、肩を抜こうとした瞬間、ごく自然に律己の手が美桜の指に重ねられた。

　驚き、ヒールのかかとをほんの一センチほど引く。こういう不意の接触は困る。

　どういった表情をすればいいかわからず、結局、いつものように生真面目な顔を向ければ、律己は少しだけ唇を尖らせてぼやく。

「畳むな。皺になる。そいつはお気に入りだ」

「そう言われましても。……すみません、どなたかハンガーを」

　ブランドもののジャケットに手を添えたまま、スタッフに声を掛けようとする。

　だが誰かを呼び止めるより早く、律己が美桜の肩から落ちかけていた襟を整えた。

「だから着ていろ。どうせ半時間も居ない。スタッフの手を煩わせるな」

　現場の人間に気遣いするのは好ましいが、美桜の手は煩わせていいと思っているのか。

「だからと言って、私が着ている訳には」

「やかましい。秘書なら素直に従え。それにお前、さっきから肩が張ってるぞ。寒……」

「やだ、こんな処に居たの？」

　二人のやりとりを遮り、女の媚びた声が割り込む。

　肩にぶつかられよろめいていると、犯人であるモデルの由亜ゆあから睨まれた。

「もうっ、鈍くさいわね。邪魔よ」

　彼女は撮影時に着ていたレザーコートどころかシャツも脱ぎ捨て、下着か上着かもわからない黒レースのチューブトップにデニムという、露出の高い姿に着替えていた。

「こんな気の利かない、地味な女に秘書をさせてるなんて」

　モデルとブランドの社長という間柄にしては、妙ななれなれしさで、由亜は律己の腕を抱いて不満を告げる。もちろん、たっぷりとした胸を男に押しつけるのも忘れない。

「どうしてこの女を秘書にしてるの。他に人はいないの？　紹介してあげましょうか？」

　完全に出過ぎた発言に、律己が眉をしかめた。彼は仕事に関して、外野から口出しされるのを嫌う。このままだと、嫌味の一つか二つは飛び出るだろう。

　由亜は美人だが、ことのほかワガママなモデルだ。

　注意で不機嫌になられると、撮影スタッフはもちろん、それを調整する秘書の美桜も困る。

「力及ばず申し訳ございません。今後気を付けます。……私の人事については前社長の意向ですので、律己社長は……」

「あっそ」

　社長を庇い、二人を取りなそうとしているのに、由亜は短く吐き捨てて手を振る。

「いいわよ。秘書なんか。……ねえ、律己。撮影が終わったら一緒に食事しましょうよ。明日は土曜日だから休みよね？　二人でゆっくりしたいわ」

　呆れを内心に押し隠し、わざと気配を殺しながら、美桜はジャケットを畳み腕に掛けた。

　それから、さらに一歩下がり暗がりへ逃れる。

　勝ち誇った眼差しで美桜を盗み見し、由亜は、ねえねえと律己を急かす。

　おなじみの光景だ。今更、咎める気持ちにもならない。それでも苦笑してしまう。

　雑誌の表紙を何度も飾ってきた女と、高校卒業直後から、今の会社でずっと裏方秘書を続け、地味を極めている美桜では、恋敵にすらならないだろう。

　律己が経営する会社の新ブランド〝Exhumeイグジューム〟の始動を伝える、――つまりローンチ・モデルとして起用されたのが由亜だ。

　華やかな美貌が印象的で、親が代議士に女優と世間の知名度も高い。

　しかし、末っ子で周囲にちやほやされて育ったためか、利己的で奔放な性格が傷だ。

　撮影でわがままを爆発させ、スケジュールが遅れたこともある。

　だからか、最初に起用を提案された時、律己も、他の人間もあまり乗り気ではなかった。

　なのに広告代理店の重役から強く推薦され、そのまま押し切られてしまった。

　律己のブランドは、有名ではあるが、設立四年の新参だ。

　広告業界で一、二を争う大企業と事を荒立てては、今後、いいモデルやプランナーを回して貰えない可能性もある。

（親の七光りまで持ち出されて、圧力を掛けられてはね……）

　蓋を開けてみれば、その広告代理店が受注する公共イベントＣＭが、由亜の父が舵取りするものであったのだから、代議士の親が、娘にねだられて口を挟んだと想像に易い。

　さもありなん。

　由亜は美桜と同じ二十八歳。美しいが、年齢が上がるに伴い人気が陰りだしていた。

　モデルという仕事は、若さと容貌だけで押し切れるものではない。

由亜は表現力や服の魅せ方に進歩がなく、このままではと、先を危ぶまれている。

　だが本人は努力する風でもなく、仕事より恋愛や遊びを優先しがちだ。

　親の尻馬に乗る形で仕事をしているため、由亜はモデルという仕事へのこだわりがない。

　芸能界で楽しくやって、イケメン実業家との結婚で、二十代を華やかに締めくくりたいのだろう。

　それを考えると、律己は手頃だ。

　外見がよく、新進気鋭の若手として、ビジネスの手腕も評価されている。

　家は古くからの資産家だが、律己と病気で勇退した彼の叔父以外に、近しい親戚が居ない。そのため血縁のいざこざも考えずにすむ。

　しかも政治的な野心は皆無。とくれば、甘やかされた末娘の嫁ぎ先にと、目星を付けられるのは必然。

　猫のように身をすり寄せる由亜と、社交的な笑みで応える律己。

　上目使いでおねだりしていた由亜だが、律己が予定を気にする風なのを見抜き、控えていた美桜を振り返る。

「この後、律己にスケジュールは入れてない筈よね？　そうしてって言ったわよね！」

　自分は由亜のマネージャーではないのだが。そう思いつつも美桜はうなずく。

「はい。この後、社長に予定はありません。そのようなご希望でしたし」

　最後の一言が多すぎた。とはいえ嘘は言ってない。

　モデルを引き受ける代わりに、撮影やショーには必ず社長の律己が立ち会うこと、その後には予定を入れないこと。

　そんな見え見えの条件を出されたのは、半年も前のことだ。

「だったら、時間があるでしょ？　ねえ、律己、由亜ねえ、この間……」

　返事を聞くなり、美桜の存在を完全無視し、由亜は律己を光のほうへ引っ張っていく。

（私程度を、敵視されなくてもよいのに）

　さらに一歩離れ、影に沈み、密かに笑う。

　彼にとっては、自分は秘書にすぎない。

　叔父からひきついだ、生真面目で頭が固く、厄介な秘書。

　女として見られたことはないし、女を見せようとしたこともない。

　――象山美桜が秋埜律己の側にいるには、秘書であること。

　それ以外の方法など、どこにもないのだから。







　運転手付きの高級車に、律己と由亜が乗り込むのを見送り三分後。

　美桜はビジネスバッグを片手に、駅へ歩きだす。

　家まで送ると律己から申し出られたが、二人っきりになりたがっている由亜に睨まれ、美桜は、自宅まで二駅しか離れてないことを理由に辞退した。

　帰宅ラッシュの時間帯を過ぎた電車内は、さほど混んでおらず、いくつか座席も空いていた。けれど、すぐ降りるので入り口の側に立つ。

　ドアが閉まり車両が動く。

　地下鉄のため夜景は見えない。

　代わりに、自分の顔が黒を背景に映し出される。

　特徴が捉え難い顔だ。

　目を引くほど美しい処もない代わりに、目を覆うほど醜い処もない。

　バランスが取れているだけマシ――という感じだ。

　高校卒業後、すぐに就職したため、同年代と接する機会は絶えていた。

　そのため、メイクに若者らしい華やぎや、流行に合わせた変化がない。

　せいぜい、季節ごとに口紅の色を選ぶ程度だ。

　襟足で一つにまとめたシニヨンは、真っ直ぐなだけが取り柄の黒髪。

　別に問題を感じたことはなかった。律己が社長となる四年前まで。

　律己の叔父である秋埜実伴さねともが経営していた頃、会社は、皮革専門の中小企業に過ぎなかった。

　老舗ならではの人脈を生かし、高品質低価格の材料や、育て上げた熟練職人の技で手堅く勝負していた。

　顧客も人生に余裕がある中高年資産家や、老後を販売ターゲットとした会社が多かった。

　そんな人々と、会食や商談に回る社長の秘書だ。

　取引先や常連には、流行に合わせた化粧や派手な装いより、落ち着いた――一昔前のお嬢さんといったスタイルが好まれた。

　そもそも秘書は目立ってはいけない。後ろに控える黒子のような存在。

　社員の平均年齢も高く、考え方も保守的だったため、女性の華やかな装いは、すぐ咎められた。

　変化を望まれない環境で働いていたのだ。前社長の実伴が心臓発作で倒れ、甥である律己が後を継いで、社風を一新してしまうまで。

　不況の煽りを受け、時代に順応できず、ゆっくりと倒産しつつあった会社を建て直すため、律己は皮革専門業を保持しながら、会社のメインをアパレル部門へとシフトさせた。

　読みは当たり、彼は会社の業績を改善するだけでなく、たった二年で、資産価値を倍に引き上げた。

　顧客年齢層と社長の変化は、社内にも変化をもたらす。

　若いスタッフが増え、雰囲気も軽くなり、オフィスビルは新しいものになった。

　けれど、美桜だけがいつまでも変われずにいる。

（切っ掛けを、見失っちゃったな）

　苦笑した途端、地下鉄のドアが開く。

　人混みに紛れて改札をくぐり、駅からマンションへの道々に考え続ける。

　見失ったのだ。変化すべき時期を。さなぎから蝶になるべき時を。

　いつだったか、律己がイタリア出張から戻ってきた時、提携先となったブランドから貰ったと、とても綺麗な色合いのストールをくれた。

　美桜の地味な印象が、たった一枚のストールで華やかに変わったのだ。

　それが嬉しくて、楽しくて、その日は身に着けたまま帰宅した。

　ずっと大切に使おうと思っていた。なのに。

　――社長が若い男になったからって、色気づいちゃって。

　書類のやり取りで顔を合わせる、総務課の先輩や経理の女性から口々に忠告された。

　それだけでなく、同年代の社員らからも厳しい目を向けられ、辛辣な嫌味を受ける。

　特に胸に響いたのは、採用についてだ。

　――縁故採用だけで満足してればいいのに、なにあれ。

　――律己社長の妻の座でも狙っているんじゃないの？

　給湯室からの会話を偶然耳にし、美桜は自分の愚かさを悟る。

　若い頃に夫を亡くした美桜の母は、住み込み家政婦として、先代社長である秋埜実伴の家に雇われており、美桜も秋埜家で育った。

　最初は雇用主と家政婦母子だった関係も、十年以上が過ぎれば家族同然。

　事情があって大学進学を諦め、就職活動していた美桜を雇ってくれたのが、先代社長の実伴だ。

　〝そうしてくれた方が助かるから〟と言われたが、娘のように可愛がった美桜に、就職先が見つからないことを気に病んだのだろう。

　美桜は悩んだ末、実伴の提案を受けることにした。

　しかし、いつまでも実伴――秋埜家に甘えてばかりいられない。

　大学へ行けなくなった変わりに、彼の側で経営や会計を学び、いずれ別の会社に転職しようと考えていた。

　けれどできなかった。

　突然、仕えるべき社長が、実伴から律己に交代したからだ。

　傾いた会社を立て直す手伝いもせず、社長が替わったからと違う会社に移動するのは、あまりにも恩知らず。

　落ち着くまでは律己に仕え続けることを決め、やがて彼に恋をし、離れ難くなった。

　しかし基本は変わらない。

　用心深く、謙虚に、目立たず。

　病気療養している前社長に迷惑をかけないように。それを第一に働いてきたのに、律己に取り入り、会社を奪おうとしているなどと噂されてしまうだなんて。

　ショックだった。

　己のうかつさを悔やみ、二度とストールは身に着けなかった。

　ストールだけじゃない。

　フィレンツェで買ったとか言う、ベビーピンクの可愛いパンプスも、ニューヨークの五番街で、商談ついでに買ったらしきダイヤモンドのイヤリングも、全部クローゼットに押し込んだままだ。

　一人でこっそり着るぐらい、いいじゃないと笑われそうだが、彼からの贈り物に触れただけで、心の封印が解けてしまいそうで怖い。

　律己がくれるものならば、なんだって嬉しい。

　たとえそれが、留守を預かる部下への土産でも、そこらへんの露店で買ったピアスでも、ハンガー代わりにかけるジャケットでも――。

　身体を包み込んだ温もりと、男の香りがふと記憶から甦る。

　途端、頭の芯が甘苦しさで飽和し、心臓が音を立てて大きく跳ねた。

（やだ。律己社長にとっては意味のないこと。社長の椅子にジャケットをかけるのと同じことなのに。どうして、こんな）

　――意識してしまうのだろう。

　恥ずかしくて、乗り込んだエレベーターのボタンを押すなり、両手で顔を覆う。

（あの人は社長、あの人は恩義ある秋埜家を継ぐ唯一の後継者。前社長の、実伴おじさまのたった一人の血縁。自分ごときが手を伸ばしていい人じゃない）

　眉目秀麗、頭脳明晰、快活で、時々悪戯小僧。

　地位も名誉も血筋も兼ね備えているのだ。今日、一緒に食事して、夜も過ごすだろうモデルの由亜だって、彼という花に群がる蝶の一人に過ぎない。

　律己を狙う美女やご令嬢は、知っているだけで片手の指に余る。

　わざわざ、地味で平凡な美桜に手を出す理由などない。好きだと伝えた処で結果は見えている。

　きっと、それとなく距離を置かれ、ごく自然に根回しされ、しかるべき時に社長秘書の座を追われるのだろう。

（それぐらいなら、恋心を押し隠し、変化などないような素振りを貫いて、秘書――主に侍る忠実な僕でありたい。それなら、ずっと、側に居られるのだから）

　自分以外の女性を抱き締める律己。そんな妄想が脳裏によぎったのを無視し、肺の中の酸素をすべて吐き出す。

　エレベーターが停止したと同時に、大きく一歩踏み出し、俯きがちに慣れた通路を歩く。

　しかしすぐ見慣れぬ箱にぶつかって、美桜は足を止めてしまう。

「え？」

　自分の部屋の手前に、段ボールが積まれている。

　これでは通路が使えない。と言っても、先にあるのは美桜が住む角部屋だけだから、他の住民からは苦情が出なかったのだろう。

　隣の空き部屋に、誰かが引っ越して来たのだと気づく。

　ここには八年近く住んで居るけれど、同じフロアの住民は見たことがない。

　玄関ホールで、学生や会社員と思われる住民とすれ違うことはあっても、住んで居る場所は知らない。

　だから、隣人が来たとわかれば驚くし、好奇心だって湧いてしまう。

　段ボールの上に載せられているクッションの色味や柄、通路に転がるメイクブラシから若い女性なのだとわかり、なんとなくほっとする。

　友人というほど親しくならなくとも、会って挨拶するぐらいはあるだろう。

　隣同士で顔を知っていれば、なにかあれば助け合うこともできるかもしれない。それにはやはり、男性より女性のほうが気易い。

　男性恐怖症ではないけれど、高校を卒業してすぐに就職し、社長や重役と、親より年上の男たちに囲まれ過ごすうち、同年代――特に男性との付き合いに疎くなっていた。

　秘書という仕事柄、頻繁に接する相手は限られている。

　業務時間も固定ではなく、出張となれば早朝から働くし、会食の予定や時差のある国とのネット会議が入れば、深夜になっても解放されない。

　高校時代の友人と生活スタイルが違うため、余暇は一人でショッピングや映画が定番だ。

　そろそろ三十歳も見えてきた。このまま惰性で日々を過ごしてはいけない。きちんと将来をどうするか決めなければ。

　わかっていても、律己に片恋する己の気持ちを裏切れず、合コンやイベントで出会いを求める前向きさも持てずに居る。

（律己社長、食事の後、そのまま由亜さんとデートするんだろうな）

　二人っきりで、とか、明日は休みだとか言っていたのだから、違いない。

　側に居るため、ただの秘書であることを選んだのは自分だ。彼のプライベートに口出しする権利はない。わかっているのに気持ちが割り切れずにいる。

　込み上げる寂しさに押され、開かれたドアの中を覗いた瞬間。

　うっぎゃあ、という野太い悲鳴が耳をつんざいた。

　目を見開いていると、中から忙しない足音が聞こえ、なにかが雪崩れ落ちる気配がし、もう一度、わああ、と声が上がる。

「だっ、大丈夫ですか！」

　発作的に声をかけ、玄関の方へ一歩踏み出す。

　同時に黒い影が視界を遮り、長く骨張った腕が、美桜に向かって突き出された。

「いやああああ！　ヤモリよ！　ヤモリぃいいい！」

　言葉遣いは女性だが、発する声は若い男性のもの。

　状況が理解できず固まっていると、その人が背後に回り、美桜を玄関へと押し込む。

　ふらつきながら中に入れば、ドレッサーとダブルベッドだけの室内が目の前に広がる。

「ヤモリ？」

「そーよ、ヤモリよ！　段ボールを片付けようとしたら、ベランダにっ！」

　ひぃいと裏声で悲鳴を上げ、背後の人物は指だけを突き出す。

「追い払って、アナタ、追い払って！　このマンションの住民でしょうッ！」

　飛躍した理論だが、相手の怯えぶりに負け、美桜は言われた通り室内を進む。

　カーテンもなく、網戸だけになっている窓から首を出し、中の明かりを頼りに見渡すと、エアコンの室外機にヤモリが一匹張り付いている。

　ゴキブリは苦手でも、ヤモリは平気だ。

　秋埜家で家政婦をしていた母を手伝い、庭の手入れや掃除をしていたので、トカゲなどで慣れている。

　指で弾くふりをすると、ヤモリはベランダの手すりから壁を伝い、そのまま風に煽られ下へ落ちていく。

「大丈夫かな……」

　四階から道路を見下ろす。〝ヤモリは樹上生物だから、ある程度の高さは平気だよ〟と前社長――実伴が言ったのを思い出しつつ網戸を閉める。

　振り返れば、玄関で腕を抱いていた隣人が、ひきつった顔でコチラを見ていた。

「追い払って、道路に落ちたから大丈夫です」

「ありがと。やだわ。ヤモリが出るって知ってたら、ココは借りなかったのに」

　小指を半端に立てた拳を口元に当て、隣人が言う。

「田舎でもないから大丈夫って、不動産屋が電話で言っていたのはなんだったのかしら」

　落ち着き、やっと正面から隣人を見る。

　身長は律己と同じぐらい。

　短く刈り込んだ髪は金髪だし、リングピアスが二つに、骸骨だか十字架だかのネックレスと、なかなかに迫力のある外見をしているが、目は優しく、仕草も柔らかい。

　相手が男性であることに再度驚きながら、オネェとの初遭遇に感動してしまう。

　とはいえ本人に〝オネェですか〟と問える筈もなく、美桜は普通に微笑みかけた。

「カーテンを付けて、電灯をＬＥＤにすれば来なくなりますよ。エサになる虫が来なくなりますから」

　説明していると、相手がまじまじと美桜の顔を眺める。

　変な処でもあるのだろうか。首を傾げ、頬を撫でたと同時だった。

「ねぇ、アナタ、ミオリンじゃない……？」

「え？」

（ミオリン？　ああ、美桜りん、か）

　高校時代のあだ名を思い出すと当時に、隣人の彼、もといオネェがたたみ掛ける。

「そーよ、ミオリンよ。やっぱり！　十年経つけど変わってないわぁ！　ていうか、変わらなさすぎじゃない？　覚えてない？　ほら、アタシよ、アタシ、手芸部で一緒だったでしょ」

「チカちゃん!?」

　美桜と同じく、地味でおとなしかった男子生徒の顔がよみがえる。

　轟木とどろき千樫ちかし。

　高校の同級生で、手芸部では部長と副部長をしていた仲だ。

「ミオリンが隣なんて信じられない！　やーだ、懐かしい！　部費が足りなくなって、ネットオークションや学祭のバザーで荒稼ぎしたの覚えてる？」

「覚えてるよ！　編みぐるみとか、ビーズアクセサリーとか、二人で沢山作ったねえ！」

　美に対する興味が強く、センスに優れていた千樫がデザインし、器用な美桜が形にした手芸品は、同じ学校の女生徒だけでなく、その姉妹や母親にまで大人気だった。

　しかし卒業してしまえば、就職した美桜は、学生とはライフサイクルが異なってしまう。

　結果、大学進学した千樫とは時間が合わなくなり、いつしか連絡も取れなくなって、それっきりだった。

（難関大学の医学部に行った、って聞いたけど……どうしてたのかな）

　金髪にピアス、ブリティッシュパンクらしきピンクと黒のＴシャツに、破れたデニムという風体は、医者というより、美容師や芸能人を思わせた。

（それに、しゃべり方も、全然違う）

　可愛い言葉遣いで、一人称も僕だった千樫だが、それでも昔は〝男〟とわかる話し方をしていた。

　けれど今は、どう聞いても女性である。

　一体なにがあったというのか。美桜が高校時代一番の親友との再会に驚いていると、彼は、手を叩いて顔をのぞき込んできた。

「あーもう、積もる話もあることだし、この段ボールもパパッと片付けちゃうから、一緒に飲みに行きましょうよ、ね？　ヤモリ退治のお礼におごるわよ」

　語尾にハートマークが見えそうなほど、無邪気にはしゃぐ親友を前に、美桜は苦笑しながらうなずいた。










２．隣のオネェは、よく世話焼くオネェだ











「ヤッだ。ミオリンたら、そんなことでオシャレ諦めてる訳？」

「そんなことじゃないよぅ。真面目な話だもん。社長だった実伴おじさんには、ずっと世話になりっぱなしだったし、これ以上は迷惑をかけられないよ。律己さんは、実伴おじさんの甥で、最後の家族でぇ……」

「秋埜家とやらの、唯一の跡継ぎなんでしょ？　それ、何回目のループよ？」

　コンビニの袋からミネラルウォーターを出し、口をつけながら千樫が呆れる。

「まあねえ。アタシも、アメリカで世話になった人の息子には、手を出したくないし」

「でしょー？」

　とてもでないが、二十八歳の言葉遣いではない。

　だが、酔いと懐かしさから、口調が高校生の頃に戻ってしまう。

　気が緩んでいるのだろう。秘書を演じ、誰にも迷惑を掛けず、恋心を出さないように必死になって働きつづけ、やっと、愚痴れる相手が現れたのだから。

　それでなくても、高校時代を一緒に過ごした親友だ。

　焼き鳥ダイニングでお互いの近況を肴に飲むうち、閉店時間が来てしまう。

　普段は秘書として自制し、ほとんど酒を飲まない美桜も、今日ばかりは飲みすぎた。

　が、まだまだ語り足りないと意気投合し、コンビニで酒を仕入れ、家で二次会真っ最中。

　貞操を危ぶもうにも、居酒屋で千樫の彼氏から電話があり、同性愛者であることをカミングアウトされては、警戒心も緩くなる。

　手渡されたミネラルウォーターを手に、美桜は千樫を盗み見る。

　彼は医学部に入学したが、やりたいことはこれじゃないと、ずっと思っていたそうだ。

　そして大学二年の夏休み。

　短期留学でアメリカを訪れた際、サーカスを見て、そのまま発作的にメイクアーティストに弟子入り。

　以後、アメリカで手広くショーモデルのメイクや舞台メイクなどを学び、有名なエンターテイメント集団に雇われ、日本ツアーに同行する形で帰国したそうだ。

　世界を飛び回るのにも飽きたし、そろそろ腰を落ち着けたい。日本かアメリカのどちらで起業するか考えるため、ちょっぴり長居することを決め、ホテルではなくマンションを借りたと言う。

　千樫の話は波瀾万丈で面白すぎたが、それ以上に、彼は聞き上手でもあった。

　普通か、それより地味な美桜の人生を聞いては楽しみ、時折、鋭いツッコミを入れ――とするうちに、あれよあれよと、恋バナにまで踏み込まれ、律己への思いまで聞き出されていた。

「だからって、着飾るのやメイクをがんばらないって言うの、おかしくない？　そりゃ、会社員だからＴＰＯはあるかもだけど、楽しまなきゃ損よ？　若い時のメイクは、若い時にしかできないんだから」

　話のついでに、クローゼットから引き出されたワンピースを千樫が摘まむ。

　水彩に似たタッチで花が描かれた白いワンピースは、去年の夏、律己がイギリス旅行した際のお土産だ。

「服も靴も、メイク道具も、なにからなにまで揃ってるのに、これじゃ宝の持ち腐れじゃない」

「そうは言っても、もう手遅れ感満載と言うか、勇気がないと言うか」

　千樫の前でうなだれる。若い時は一度しかない。そんなことはわかっている。けれど。

「だったら、ネットオークションで売れば？　これなんか、いいお値段になりそ」

「駄目っ、だって、それは律己さんが……！」

　果物をイメージした、艶やかで可愛いサンダルを目の前にぶら下げられ、あわてて奪い返す。今すぐ売られる訳でもないのに。

「着ないなら意味なくない？　アンタ、貰えるうちが花よ？　こんなの、もう少し歳を取ったら着られないし」

「私程度ががんばっても、さ。……律己社長の周りには、いつだって美人ばっかりなんだもん。今日もモデルとお食事デートだし」

「未練になるならバッサリ捨てなさいよ。……その律己さんとやら？　女性関係は華やかみたいねえ。ネットニュースを見る限り、だけど」

　あまりにも、律己社長を繰り返しすぎたからか、千樫は手元のスマートフォンで芸能ニュースを検索し、片っ端から眺めている。

　律己の色恋に関しては、美桜が知るより、ニュースやネットの噂になるほうが早い。

　若くてやり手、家は昔からの事業を続けており、まあまあの名家。

　加えてモデルもそこのけの美貌だ。目立つ分、雑誌などでいい客寄せになるのだろう。

　記者の追いかけが煩わしいと口にする割に、律己はマスコミが騒ぐのを止めない。

　アパレル部門を立ち上げ、まだ三年。

　目立って社名が記憶に残せるなら、猫でも杓子でも使えという態度だ。

　職場への押しかけや、彼の住むタワーマンション前の待ち伏せなど、度が過ぎた記者へは個別に苦情を申し立てたり、知人の弁護士を向け、なんらかの手を打ったりしているようだが、それはプライベートのことと、美桜に触らせてはくれない。

　公私を分けているのだとわかっていても、消えては浮かぶ女性関係の噂に、モヤモヤしてしまう。

「どっちにしても、女磨きがんばらなきゃじゃない？　ミオリンは結婚願望があったわよね。赤い屋根の家で、子どもがどうこう言ってたし。それは変わってないんでしょ」

「変わって……、ない、けど」

「振り向いてくれない男のために意固地になってたら、振り向こうとしている男まで逃すわよ」

　スマートフォンを操作し、呼び出した写真を美桜に見せ、ほらほらと迫る。

「見て、コレ、アタシがしたメイクなんだけど」

　ごく普通の事務員といった女性が妖艶な悪女に、ホットドッグでも売ってそうなふくよかなおじさんが、次のスライドでは絶世の美形に変貌する。

「うわあ、すごい。別人」

「でしょぉ？　ね、だからさあ。ミオリンもいろんな自分を試してみて、新しい視点で世界を見たらあ？　それにさあ、アンタが美女になったら、その社長も食いつくんじゃない？　タブロイドの記事からすると、節操ない下半身をしてそうだもの」

「律己社長を悪く言わないで。大げさだよ。恋人が三ヶ月以上持たないのは本当だけど」

　ふくれっ面で律己を援護する美桜の額を突き、千樫は肩をすくめた。

「馬鹿ね。三十も超えた男が、女となにもないなんて、よっぽどの事情か地雷持ちよ。わかってるでしょ。ミオリン」

　直視したって、秘書の美桜にはどうにもできない。なら見たくない。

　そのことを伝えると、千樫は〝だから別の男を捜すか、アピールしなさいよ〟と、指先で額をつつき回す。

「メイクした処で……。私なんて」

「おい、いい加減にしろよ、美桜テメェ」

「ひっ」

　雰囲気も声色もガラリと変え、目を釣り上げた千樫が睨んでくる。

「さっきから、私なんて、って何回言ってんだテメェ、コラ」

　完璧に悪役の台詞だ。

　驚きあとじさるも、今日再会したばかりの千樫にわかるまいと、反論する。

「だって、色気づいたって不快になる人もいて、それで迷惑をかけるのは違……」

「十八や二十のションベン臭い小娘ならともかく、二十八歳の女が色気づいてなにが悪いんだよ。てか、お前、ニブいな相変わらず。それはやっかみだと気づけ？　あ、気づかないか？　律己社長しか見えない恋愛ボケだから」

　前に乗り出した千樫から、顔を真っ直ぐに合わせられる。

　とっさに左右に視線をやるが、あっというまに壁に両手を突かれ、閉じ込められてしまう。

「つうか美桜、お前、ご恩が、秋埜家がって、いろいろあちこち気遣ってる風にしてっけど、状況を理由にして、自分で人生を決める事から逃げてるだけだろが。シャキッとしろよ！」

　ごっ、と音がして頭突きを喰らわせられる。

　手加減されたのはわかるけれど、痛いものは痛い。

　額を抑えて倒れると、ふん、と鼻を鳴らして、千樫が身を離す。

「とはいえ、ミオリンはそういう処あるしね？　うだうだ考えるより、実践が早くない？」

　言いたいことを言い終えたのか、突然、元の口調に戻り、千樫はくねっと上半身を揺らす。

「は？　実践って、なに？」

「お肌チェックも、カラーテストもやらなきゃいけないけど、まずは、その野暮ったい黒髪からよね」

　ポキポキと両手の指を鳴らされる。

　オネェ言葉に極上の笑みだが、威圧感だけが異様に強い。

「髪が見苦しいなら、美容室に行ってくるよ！　明日、土曜日で休みだし」

「んん？　なにを明日なんて悠長なことを言ってるのかしら？　美容室？　笑わせないで。どうせ毛先を整えて終わりでしょ。……逃がさないわよ。ここにプロがいるじゃなぁい？」

「ヤダ！　チカちゃん、目が怖い！」

　本能が訴える。こいつはヤバい奴だ。捕まればやられてしまうのだと。

　そうは思うも、酔っ払い、完全に気圧された美桜が逃げられる筈などない。

「二十代は短いのよ。この夏に、自分の恋愛をどうするか真剣に戦いなさい。アタシが手助けしてア・ゲ・ル」

「ひぃ！」

　――その後、深夜のマンションに悲鳴と高笑いが響いたことは、言うまでもなかった。







　いつもの地下鉄、いつもの通勤路なのに、すごくドキドキしてしまう。

（服装一つで、こんなに緊張するなんて変）

　会社のビル前で、美桜は胸を押さえて深呼吸する。

　着ているスーツは、相変わらずなシャドーカラーだが、靴とシャツがまるで違う。

　わずかに紫味を帯びたライラックピンクのパンプスに、光の加減で、白にもベビーピンクにも見えるサテンシルクのシャツ。

　どちらも、お土産として律己から貰ったまま、クローゼットに押し込んでいたものだ。

　――二年前？　そんなにしまい込んでいたら、プレゼントした男だって、なにをあげたか覚えてないわよ。

　スマートフォンの目覚ましアラートが鳴ってから五分、怒濤の勢いでドアを叩きならした隣人オネェは、ぽかんとする美桜の部屋に上がり込み、やれシャワーだ、やれ朝食だと、兵隊の鬼軍曹のように身支度を指示してきた。

　おかん気質とでも言うのだろうか。かなり強引だが怒れない。

　千樫の指摘は小気味よく、美桜が目をそらしていた部分を狙い撃ち、押しつけや無理矢理とならない距離で背中を押してくれる。

　いきなり大変身は嫌だと半泣きになる美桜に、千樫は〝初心者を、断崖絶壁から突き落としても意味がない〟と解き、自然で気分転換と言える変化に留めつつ、毎日、徐々に伸ばして行くと告げた。――なにを伸ばすのかは、あえて聞いていない。

　ともあれ、土日をかけて基礎化粧品選びだ、カラーチェックだ、カットだとされ、下着以外のクローゼットの中身を棚卸しされてしまった。

　エントランスに入る前、自動ドアで姿を確認する。

　特別に派手ではない。けれど、いつもより軽く、柔らかく、上品な雰囲気だ。

　シャツが桜色に近いためか、顔色だってよく見える。

　遊ぶようにカットされた毛先だけ、グレージュ・カラーを入れているのが、なんだか格好いい。

　一つにまとめずに居るのは初めてだが、これなら見苦しくはない。どころか、動くたびに毛先が揺れるので、いつもより自分がアクティブに見える。

（少し、楽しい）

　心が浮き立つ。不安と同じ分だけ、なんだかワクワクしてしまう。

　――びっくりするほど変化はないけど、おっ、というぐらいに変えるのよ。

　意味深に笑う千樫に見送られ、このビルに来るまでの間、何度となく鏡やガラスに映る自分を見た。

　少しだけ、違う。パンプスのヒールがアスファルトを叩く音が、髪が風に遊ぶのが。

　エレベーターに乗り込むと、顔見知りの営業社員が挨拶してきた。

　いつものように微笑み、挨拶を返すと、ボタンを押して振り向いた彼が、目を大きくする。

「え、象山さん？」

　突然、名を呼ばれた。

「はい。……ええと、おかしい、ですか？」

　服と髪が違うから、美桜だと気づかれず、今になって驚かれたのだ。

　すみません、派手になってと頭を下げようとした途端、うわずった声で相手が告げる。

「いや、いいよ！　断然いい！　ていうか、すごくいい！」

　大げさなほど褒められ、びっくりするも、相手は目を瞬かせ続けた。

「華やかだけど上品って言うの？　キレイめな印象が強くなってて……、どうかした？」

「気分転換と言うか。……高校時代の親友が、二十八歳なんだから着飾る余裕も持てと」

　本当ではないが、嘘でもない。長々と説明する話でもないので、端的にまとめる。

「そうだ。今度、営業部で飲み会するんだけど、象山さんも参加しない？　メールしていい？」

　突然の誘いに戸惑う気持ちを抑え、社内行事であればと当たり障りなくやり過ごし、重役フロアで降りる。

　秘書室に立ち寄り、メール室から上がってきた手紙のトレイと、お中元手配用のカタログブックを抱えて社長室に移動する。

　一時期は秘書室で仕事をしていたが、この新ビルになってから、社長室の手前に美桜の待機部屋が設けられた。

（すぐに動いて欲しいと言っていたけど、実際の処は、片付けが嫌で、私に任せたいのよね）

　ふと過去を思い出す。律己が社長就任した当時は、本当に散らかし方が酷かったのだと。

　秘書席のある前室に荷物を置いて、ドキドキしながら、本丸である社長室の扉を開く。

（少し髪型を変えただけ、少しメイクを変えただけ）

　ブラインドを上げようと一歩入り、ビルの間を縫って差し込む朝日に、目を眩ませる。

「……社長」

　背中から光を受けて、顔が陰っていても、スタイルのよさと身長でわかる。

　窓際から外を見ていただろう彼が、振り向いたままの姿で固まっていた。

　――見られている。とても真っ直ぐに。

　表情がわからないほど陰っているのに、男の視線が美桜を射貫いているのだけはわかる。

　変に喉が渇き、脈拍が速まる。体温がゆっくり上昇し、頬が火照りだす。

「象山……、今日は、なにかあるのか？」

　服装が違うのを見抜いたのだろう。先ほどの男性といい律己と言い、驚かれていることに驚く。千樫は自然に変えると言っていたのに。

　それとも、お堅い秘書スタイルを貫いていた自分が、着飾っているのが変なのだろうか。

　派手だ、色気づいていると言われた過去が脳裏をよぎるが、それでも、勇気を持って問い返す。

「いえ、社が関連するイベントなどは特に……。あの、おかしいですか？」

　スーツは自分で買った物だが、靴もシャツも律己がお土産でくれたものだ。わざと似合わないものを選んだならともかく、変な筈はない。

　実際、千樫はクローゼットを棚下ろしした後、腕を組んで長々とうなり、最後にぽつりと言っていた。――アンタの社長、趣味だけはいいわ。と。

「仕事帰りにデートでもするのかと。いや、だからなんだという訳でもないが」

　歯切れ悪く言われ、あわてて頭を振る。

「いえ、そういうことは。……あ、チカちゃんと、いえ、高校時代の友人と食事に行くかもしれませんが」

　女子力アップ講座開催とかで、週に一日か二日ほど、千樫から夜の予定を抑えられているのだ。

「仕事ですか？　でしたら」

　残業になっても部屋が隣同士なので、時間の都合は楽につく。

「チカ……、ああ、いや、そうか」

　明朗なしゃべり方をする律己らしくない。考え事でもしているのか。

　すぐに会話が途切れ、変な沈黙が二人の間に漂う。

　いたたまれず、美桜は手慰みに肩にかかる毛先を摘まみ、遊んでしまう。

「象山、髪……」

「あっ、やっぱり、上げていたほうが見苦しくありませんね。申し訳ありません。席に予備の髪留めがあるので、すぐ……」

　呻くような律己の声に押され、背筋を伸ばした美桜は、あわててきびすを返す。

　いくら見た目がよくても、仕事に影響があったり、上司を不快にさせたりするのは駄目だ。

　残念に思いながらドアノブに手をかけると、突然、律己に呼び止められた。

「そうじゃない！　そうじゃなくて……、その、似合うな。それも」

　唐突に似合うと言われ、意味を理解したと同時に顔が上気した。

「あっ、ありがとうございます。……嬉しい、です」

「いや、俺も……じゃなく、ええと、考えたいことがあるから、少し一人にしてくれ」

「かしこまりました。では、一時間後にコーヒーを持って、予定確認に上がります」

　ああ、と呻く声を背に社長室を出る。

　そのままドアに寄りかかり、美桜は詰めていた息をそっと吐く。

（心臓が、止まるかと思った）

　美桜の変化になんか気づかない。そう高をくくっていたのに、褒められるなんて驚きだ。

（いや、でも、女性慣れされているから、取りあえず褒めただけかも）

　首をひねり、そうだと決めつけてしまう。

　メイクアップ・アーティストである千樫が、驚かない程度にしてくれたし、電車や道行きでは振り返られたりしなかった。

　だからお世辞だ。そう考えれば、エレベーターの男性の反応にも納得が行く。

　美桜は自分の考えにうなずき、秘書席で今日の仕事に没頭し始めた。





＊　＊　＊






　美桜の様子が変わりだして、一ヶ月が経った。

　明日の予定を最終確認に来た美桜を見つめ、律己は溜め息を呑み込んだ。

　ゴールデンウィークが終わったか終わらないかと言う頃、彼女は突然変化した。

　後ろで団子にした黒髪、モノクロのスーツ。パンプスは黒かブラウン。

　生真面目で古くさい女史スタイルを、見る者の網膜に焼き付けたいのかと思うほど、彼女は毎日貫いていた。

　初めて顔を合わせてから三年間、美桜は頑なに変化を拒んでいた。それこそ、髪型どころか、髪留めすら滅多に変えないほど。

　それが徐々に――最近では誰もが目をみはるほど、美しく変化した。

　ずっと蕾だった花が、一晩で鮮やかに開き咲き誇る様が頭をよぎる。

　薔薇や百合ではない。あれは。

（月下美人と言ったか）

　叔父が住む秋埜本家の片隅にある、睡蓮のような形の花で、夜に開き始める。

　白い花びらが闇を透かし、青みを帯びていく様が幻想的な花だ。

　目にしたのは数えるほど。咲くと、ジャスミンとも百合とも違う、甘く品のよい香りを夜風に漂わせるが、開いた花は滅多に見られない。

　サボテン科らしく、咲かなければ、あることすら忘れそうな地味な植物だ。

しかし一旦花開くと、庭の雰囲気までもを、ガラリと変えてしまう。

　その花と、美桜が重なり、どうしても頭から離れない。

　奇しくも、今日の美桜は、わずかに蒼を帯びたワンピースといった出で立ち。

　シンプルで、ぴったりと身体に沿い、禁欲的な印象さえ醸し出す上部とは裏腹に、スカート部分は細かいプリーツ仕立てとなっており、彼女が歩くごとに、優雅に裾が揺れる。――まるで、夜風に揺れる月下美人の花弁のように。

（贈ったのは、おととしだったか。――大事にしてくれていたんだな）

　微笑ましく思うと同時に、違う欲望が心を侵食しだす。

　この手で触れて、乱してみたいと。

　そんな気持ちにさせられるのは、律己だけじゃないだろう。

　突如、女の色香を漂わせだした彼女に、男らがざわめきだっている。

　男性社員はもちろん、おとついは、美女など見慣れている撮影カメラマンまでもが、美桜を手放しで褒め、あろうことか、律己に、〝秘書さんがカメラテストを承諾するよう、社長から説得して欲しい〟とまで口にした。

　冗談ではない。美桜にモデルをさせるなどお断りだ。

（麗しく変貌した想い人を、不特定多数の男の目にさらすなど、誰がやるか）

　その場ではいらだちを隠し、そつなく断ったが――あの様子では諦めてないだろう。

（突然ではない。日々、少しずつ、確実に変化していく。だからこそ、激しくそそられる）

　本人も試行錯誤しているのか、毎日、髪のニュアンスを変えたり、化粧のポイントを変えたり、スーツに加える色味を選ぶ。

　一日過ぎただけで、驚くほど雰囲気が変わっていく。

　それを、誰より側で見てみたいと思う男は多い。

　もっと違う姿を見たい。どこまで美しくなるか知りたい。好奇心をそそられ、この手でと、欲望を抱いてしまう気持ちは痛いほどわかる。

　もともと、美桜は化粧映えする顔立ちなのだ。

　小ぶりでもバランスの取れたパーツ配置な顔の上、丁寧に手入れされている肌はきめ細かく、雪のように白く、少し上気しただけで艶を帯びて、朱に染まる。

　きちんとメイクをしたらこうなるだろうと、何度か考えたが、想像を超えている。

　彼女の変化に魅惑されると同時に、律己の心に暗雲が垂れ込めた。

　――誰のために、美しくなった。

　変化を嫌い、仕事をすることに全力。

　そんな彼女が、いつ、誰に心を奪われた。律己の側から離れることなどなかった筈なのに。

　彼女が変化を見せた初日、気が焦り、つい愚直に、デートでもするのかと尋ねていた。

　〝チカちゃん〟と女の名を応えられ、友人の影響かと安堵すると同時に、仕事中に素をだしてしまった美桜の様子に、年甲斐もなく胸をときめかせた。

　だが、今は居ても立ってもいられない。

　美桜の外見だけでなく、行動にも変化が現れているからだ。

　以前は、仕事一辺倒に生きて居た美桜だが、今は週に一度か二度――どうかしたら週末も、誰かと予定を入れている様子だ。

　律己が尋ねた時は、たまたま女友達と約束していただけ。本当は男がいるのではないか。

　ずきりと胸が痛み、無意識にそこを手で押さえる。途端、美桜が書類から顔を上げた。

「社長？　律己社長？　大丈夫ですか」

　クールだった態度を崩し、思わずと言った様子で、美桜は律己の側へ歩み寄る。

「お加減でも？　お水や、お薬は」

　前に膝をつき、心配する表情で見上げられ、律己は鼓動を跳ねさせてしまう。

　手を伸ばせば触れられる位置に、美桜がいる。

　頬に触れて、唇を重ねれば、どんな感触がするのだろう。どんな反応が見られるのだろうと考え、すぐに頭を振る。

「いや、いい。ちょっと気がそれていただけだ。問題ない」

　嘘だ。問題大ありだ。君のことを考えて心乱れている。などと言えない。

「あの、本当に。具合が悪ければおっしゃってください。……社長の叔父であられる実伴様の件も、ございますから」

　〝ああ〟と上の空で応え、わずかな失望を抱く。

　前の社長である叔父は、美桜の目の前で倒れたのだ。心臓発作で。

　嫌なことを思い出しかけ、律己は視線をそらした。

「心配しなくてもいい。……まあ、悩み事も多くてね」

　適当にごまかすが、美桜は気遣わしげにこちらを見つめている。

（参った。こういう顔に弱いんだ）

　彼女が変貌するずっと前から惹かれていた。

　けなげで、人の心配ばかりしているくせに、自分をまったく構わない。

（美桜の、甘え慣れない不器用さに恋した）

　いつだったか、スタジオが寒いのに、文句一つ言うでもなく、かといって光の当たる部分に来るでもなく、主を待つ猟犬の従順さで隅に控え、震えることさえ我慢していた。

　気づき、それとなく肩にジャケットを着せかけてやっても、社長のものとして、すぐ畳んで保管する。

　生真面目で、秘書という役割に、律己の影であることに徹そうとする美桜を慮り、あえて男女の仲に進まないよう、恋を匂わせないように我慢していた。

　しかし、そろそろ限界だ。

　――最悪な出会いから四年。片恋に気づいてから三年。

　進展などありえない。秘書と社長として側に居続けられればいいと覚悟した恋だけに、いざ、変化が訪れれば、おかしいほどうろたえてしまう。

　しかも、彼女を狙う男が日々増えつつある状況だ。仕事をしていても気が気ではない。

　なのに崩し方がわからない。この秘書と社長という主従の距離を。

「お立場から、私には相談できないこともあると思います。ですが、身体に影響が出られるのであれば、病院へ行かれても。……あの、必要でしたら付き添いますから」

　律己にうながされ、立ち上がった彼女の肩から、さらりと髪がこぼれる。

　柔らかそうなそれに指を絡ませ、キスしたい。そんな衝動を圧し殺しつつ、律己は笑う。

「大げさだな。それより、報告に来たということは……仕事はもうないのか」

「はい。由亜さんがいらっしゃってましたし」

　事もなげに言われ、わずかに眉を寄せる。

　つい先ほど、新ブランドに使うモデルの由亜が来ていたのだ。

　由亜と会う予定が入れば、その後にある律己のスケジュールは空けることになっている。

　だが、いつまでも不純な動機に付き合ってやる気はない。

　残念ながら律己は、由亜のような見栄っ張りで上辺を飾り立てたがる女は嫌いだし、食事だって接待絡みでなければ拒否していた。結婚なんて考えることすらお断りだ。

　相手の機嫌を損ねないよう、撮影に影響がでないよう、大人になって我慢していたが、それももう不要な段階に来ている。

（その上、美桜への当たりが強いのが、一番、気に喰わない）

　容姿を変えた美桜が、ダイヤモンドの原石であったと知れると、由亜は目に見えて美桜を邪険に扱いだした。

　今までも、皮肉や嫌味をぶつけ、使い走りにしていたが、最近はことさらきつい。

（話してしまおうか、すべてを）

　いつもは押し隠している気持ちが、泡沫のように浮かび、言葉となって口をつく。

「帰るなら、今夜、一緒に食事でもどうだ」

　無駄だとわかりつつも誘ってしまう。共に仕事するパートナーとなって四年。彼女が食事相手になってくれたことなどないのに。

　案の定、美桜はスケジュール帳を手に、視線をそらした。

「お誘いは嬉しいのですが、今晩は友人と先約……」

「チカちゃんか。随分仲がいいんだな」

　病院なら付き添ってくれるのに、食事は駄目なのか。そんな思いから、拗ねたような口を利いてしまう。ただ美桜を困らせ、呆れさせるだけなのに。

（馬鹿か。思春期のガキみたいな行動をして）

　応えきれず、視線をさまよわす美桜の前で、律己はわざと笑い飛ばす。

「咎めている訳じゃない。まして残業させたいとも思ってないよ。まあ、なんとなくだ。気にしないでくれ。……さて。他に誰か、食事相手が捕まるといいんだが」

　切っ掛けを与えたくて立ち上がり、背伸びする。

　食事に誘ったのは気まぐれ。別にだれでもよかったのだと、彼女に思わせるためだけに。

　本音はどうあれ、単なる上司の自分は、美桜のプライベートに口出しする権利すらない。

　思わせぶりにして気負わせ、嫌がられてしまうよりはと我慢する。

　めずらしくためらうような様子を見せ、美桜が頭を下げる。

「承知しました。あの、病院だけは、ちゃんと行かれてくださいね」

「そう思うなら、適当な処に健康診断を入れておいてくれ。管理されれば行くだろう。……あ、胃カメラは飲まないからな」

「また、そういうことを。……近々は無理ですが、ご要望に合う日程を探しておきます」

　冗談なのに、生真面目に応えられた。

　これではやぶ蛇で、まずいバリウムを飲むことになりそうだ。そんな年齢でもないのに。

　失礼しますと頭を下げ、消える美桜を引き留めたくて、引き留められなくて――律己は、閉まった社長室のドアを前に、溜め息を落としていた。







　隠れ家のようなダイニングバーで、ギムレットのグラスを手に取る。

　ジンとフレッシュライムの混じったアルコールは、一口でも充分、爽やかな気持ちになれる。

　個室やソファ席のある上の階には客がいるようだが、カウンターには律己のみだ。まだ夜が浅いからだろう。

　美桜から食事を断られ、かといって一人で居る気にもなれず、同じアパレル業界にいるデザイナーの友人を飲みに誘った。

　相手から指定された店で、先に一杯やっていたが、つい先ほど、やはり行けそうにない。と急に断りを入れられた。

　今更、移動する気にもなれず、一人でだらだらと飲んでいる。

　店内の雰囲気はレトロだ。飴色のカウンターテーブルや、曲線を多用したアールヌーヴォー風な内装を、琥珀色の光が照らす。

　三階建てで、個室とカウンター席の両方に対応しているため、一人でも、複数人でも楽しめるようになっている。

　芸能人やモデル、若手実業家などが、密会デートに使っているらしく、名前だけは知っていた。だが、来るのは初めてだ。

　グラスに残る最後の一口を含む。

　舌先に残る苦みを転がしていると、グラスを磨いていたバーテンダーが、さりげなく教えてくれた。このカクテルには〝遠い人を思う〟という意味も込められているのだと。

（今の気分にぴったりだな）

　苦笑して、美桜と出会った四年前を思い出す。

　狭心症だった叔父の秋埜実伴が、過労から心筋梗塞――いわゆる心臓発作を起こし、倒れ、緊急手術を行った。

　不況の中、病気の叔父に仕事をさせるよりはと考え、説得し、社長を交代することになった。

　本筋なら、交通事故死した父――つまり、実伴にとっての兄――が、会社を継ぐ予定だった。

　叔父の実伴自身も、いずれ会社は律己にと考えており、律己も漠然と、皮革も扱う業界――アパレル関係のコンサルタントとなった。

　そんな事情もあって、社長交代はなんなく執行された。

　周囲も、社長交代の予定が、十年ほど早まっただけという認識だった。

　ただ、ままならないことがあった。

　――律己の考える経営と、求められる経営の方向性が、相容れなかったのだ。当初は。

　老舗で、特定分野でのノウハウ故に生きながらえていたが、会社の規模は中小。

　このままの路線を継続した処で、いつか息絶えるのは目に見えていた。

　だから律己は、自分に知識と経験のあるアパレル業界へ舵を切り、バッグから服までを取り扱うブランドとして再生することを決めた。

　けれど、秋埜家と家臣という流れのまま、時代錯誤も甚だしいやり方が続いてきた内部は、頭が固く、保守的だった。

　変革に奔走するアメリカ帰りの社長を敬い、感謝した風な態度を見せつつも、肝心な処ではまったく動かない、受け入れない。

　その上、美桜というやっかいな存在が秘書である。

　社長の椅子を引き継ぐと伝えた時、叔父から言われたのだ。〝美桜ちゃんは解雇しないでやってくれ。いい子なんだから〟と。

　あまりにも手放しに褒めるものだから、気になって調べさせ、以前、勤めていた家政婦の娘だと知る。

　内縁の妻――つまり愛人か、愛人の子か。まあそんな処だろう。

　老舗企業を継いだお坊ちゃまらしく、叔父には人のよすぎる処があったし、縁故採用も多い社風だ。

　思いもよらず自分が退場することになって、妾もどきの先行きを心配したのだろう。

　ひとまずわかったと言い置いていた。

　しかし直後に、役員をしていた分家の者や古参重役たちが、徒党を組んで律己の元へ来て、〝あの秘書は、社長夫人の座を狙っている。お前も気をつけろ〟と忠告した。

　やはり叔父の公私混同かと、目眩がしたのを覚えている。

　叔父は、律己が一人前になり、社長の座を譲るまではと、会社を存続させることに人生を費やし、結果、独身を貫いていた。だから、少しぐらいは大目にと思っていたが、見知らぬ女を自分の嫁にするなど論外だ。

　初出社の日、どんなケバケバしい女が出てくるかと思えば、隅で丸くなる亀のように、存在感のない娘が控えていて気抜けした。

　そのことを伝え、大したことはないと語れば、先の重役および分家連中から「あれは奥手と見せかける罠だ。嫁に選ぶなら気をつけろ」だの散々に言われてしまう。

　突然の就任で前情報もなかった律己は、状況証拠だけで美桜を判断し、警戒した。

　――秘書などいらない。スケジュールを管理する端末さえあれば充分だ。

　そう言い放ち、部屋にいて、電話を取り次いで予定変更のデータを入れるだけ。そんな無駄な人員はいらないと、傲慢に美桜を突き放す。

　いずれ部署を割り当てるから、秘書室へ下がれと告げて締めくくれば、美桜は文句一つなく、使い勝手よく設定された、スケジュール管理用タブレットを席に置いて、律己の前から姿を消した。

　それから三ヶ月、律己は実に快適に仕事をしていた。

　アパレル部門の立ち上げは困難だった。

　だが、一番苦労すると思われた、皮革職人らの説得が軽く片付き、己の手腕にうぬぼれていた。

　欲しい資料は手を伸ばせば届き、スケジュールは変更するまでもなく整っている。

　快適だ。経営だけに集中できる。素晴らしい。

　その快適さが、誰の奔走で維持されていたのか知ったのは、冬のこと。

　ある日突然、快適さが消えた。本当に突然だった。

　社長室のデスクには、雑然と書類が積まれ、どの決裁が急ぎかもわからない。

　欲しい資料はばらばらに置かれ、見た端からデータや本棚に埋もれていく。

　効率は落ち、スケジュールは乱れ、取り戻そうと律己は徹夜を余儀なくされ――そんなことが続いて一週間。

　帰ろうと駐車場まで下り、しかし忘れ物を思い出し、しょうがなく社長室へ戻ると、鍵をかけた筈なのに、何故かドアが開いていた。

　いぶかしみながら中を覗き、目を疑う。

　夜景を背にして美桜が居た。

　彼女は、デスクの書類を手に取り、まるでトランプをシャッフルするような軽さで仕分けし、ファイリングしていた。

　めちゃくちゃにするな、触るなと声を掛ける間もなく、手際の見事さに気を奪われていた。

　書類が済んだらお次は資料だ。彼女の白い指先が触れた本は、見たい処にぴしっと付箋が挟まれ、分類別に本棚に整列していく。

　ちらばっていた筆記具がタップを踏むようなリズムで拾われ、あるべき処へ戻る。

　まるで魔法だ。こんなに手際よく片付ける者は居ない。

　同時に、帰り際の通路で聞いた社員の愚痴を思い出す。

　若い社長はやり手だが強引だ。美桜ちゃんが頭を下げて走り回ってなければ、オヤジ部長たちがこぞって反対し、アパレルだかブランドだかには、一切協力しなかっただろう。そう技術部門の社員らが語っていた。

　スケジュールが快適で、息するように自分が仕事に集中できたのも、きっと美桜が調整していたのだ。

　ようやく気づき、けれどかける言葉が見つからずにいる律己の前で、片付けを終えた美桜が明かりを落とす。

　室内が真っ暗になり、夜景のビルの光を受けた美桜の、身体の輪郭だけがぼんやりと黒い。

　隠れるか、声をかけなければ。

　始末の悪さを持て余していた律己は、美桜が両手を後頭部に当てるのを目にし、動きを止めた。

　かすかな音と共に、まとめられていた黒髪が滑り落ちる。

　絹糸のようにしなやかに、夜景を受けて輝きながら。

　彼女は満足げに溜め息をつき、口に髪留めをくわえ、背中に落ちた髪を掻き上げた。

　なんてことのない仕草だ。なのに、ひどく艶めかしい。

　手に絡む黒髪の流れ、ちらりと覗くうなじの白さと優美な線。それらが、熱を持って律己の脳に刻まれる。

　たちまち心臓が暴走し、雄の本能へ火が灯りだす。

　自分の変化に当惑しながら、出くわさないように物入れへ隠れ、彼女の帰宅をやり過ごし、パソコンで美桜の勤怠状況を確認する。

　過労、およびインフルエンザと書かれた診断書が表示され、やはりと思う。

　ここ数日の異変の理由は、美桜の病休にあったのだ。

　すぐさま叔父がいる秋埜の屋敷へ車を飛ばし、叱りつけられるのを覚悟で経緯を語る。

　案の定、分家連中や重役の話は真逆で、美桜が社長夫人の座を狙ったのではなく、自分の娘を社長秘書にし、妻の座を狙わせる計画に邪魔だから、美桜を排除しようとしていたのだと知る。

　一番効いたのは、叔父の呆れたつぶやきだ。

　――〝律己ねえ、お前ね、美桜ちゃんは、僕と会社の恩人だよ〟と。

　手堅く商売していても、不況の煽りは受ける。

　社長に健康上の問題がある。そんな理由で経営が悪化したり、銀行から融資を渋られたりするのはよくある話。

　外部に知られぬよう叔父の体調を管理し、万が一の時はすぐ対応できるように、救命講習を欠かさず受け、入社以来ずっと支えてくれていたのだと言う。

　しかも縁故採用された理由が、親の医療費を稼ぐため。

　秋埜家の家政婦をしていた美桜の母が病気で倒れ、数度の手術と長期入院を余儀なくされた。

　叔父は、今まで母子で働いてくれたのだし、家族同然の仲なので全額援助を申し出たが、そこは区別すべき処だと断られたと言う。

　ならばせめて、秘書として雇わせて欲しいと叔父は食い下がる。

　高校卒業という履歴で、親の医療費を含めた収入を得られる職は見つけ難い。

　最終的に美桜は、叔父の説得に折れる形で入社し、母親が亡くなっても会社のために働き続けた。

　叔父が心臓発作で倒れた時、美桜が応急処置をしたり、世間から隠したりしなければ、会社の存続自体が危なかったとのこと。

　表沙汰にしたがらない美桜の性格や、新参社長の近くに侍り、あわよくば権力をと考える奴らの思惑もあって、律己は知らずにいたが、社内では公然の秘密らしい。

　だからこそ、職人や古くからいる社員は、美桜の〝お願い〟を聞くのだ。

　唯一の肉親である自分がアメリカに居る間、叔父と親子のような関係を築き、命の恩人となった娘。なのに、何一つ求めるでもなく控え、新しく社長となった律己を支える。

　自分のためではない。叔父である実伴に頼まれたからと。

　そんな娘に、自分はなにをした――？

　猛反省し、翌朝に美桜を社長室に呼び出した。やはり秘書として自分についてくれ。と。

　断られたくなくて、でも君を誤解していたと素直に言えず、「どういう訳か、君が休むとこの部屋が散らかる」と伝えると、無邪気な笑顔で「そうですか。おかしなことですね」と流された。

　律己に文句を言って、それみたことかとやり込めてもいいのに。

　参った。完全に惚れた。

　なのに、最初に冷たくしたため、どう口説くべきかわからない。

　取りあえずプレゼント攻勢をと思うが、どんなにいいブランドの靴やアクセサリーを贈っても、美桜は一向に身につけてくれない。

　社長のお土産だから礼儀として受け取るが、使う義理はないということだ。

　じゃあ外堀から埋めよう。周囲からそういう仲だと見えるよう振る舞おう。そうすれば、意識してくれるかもしれない。

　そう考え、吟味を重ね、密かにドレスを用意し、パーティへの同伴を頼むものの、ことごとく別の女性秘書などに代打を頼まれ、美桜自身には雲隠れされてしまう始末。

　理由を問いただせば、曰く、〝私はそのように華やかな場所に相応しくない。ただの秘書なのだから目立つ必要はない〟と。

　それだけではない。

　持ち込まれる見合い話の山にうんざりし、冗談めかせて「結婚するか」と尋ねれば、呆れた様子で背を向けて、「秋埜の籍に入る気はありません」と応えられた。

　頼みもしないのに群がり、律己を恋人にすることで利を得ようとする女たちとは違う。だから口説き方がわからない。

　ダイヤモンドにも薔薇にも歓ばない女に、一欠片も心を見せてくれず、常に部下でいようとする美桜に、なにをしたら歓ばれるのか。

　恋い焦がれ、攻めあぐね、最近では諦めかけていた。

（どんなに恋心を募らせても、美桜にとって、俺は男じゃなかった）

　美桜にとって律己は男でない。社長で主。当然、恋愛対象にならない。

　それがわかったから、秘書と社長の関係であり続けようと思った。

　恋人になれなくても、恋心さえ知られなければ側に居られる。

　社長で居続ければ、彼女は秘書として側に居てくれる。

（それだけでいいと思っていた。関係が崩れ、離れて行かれるぐらいなら、このまま変わらなくてもいいと……なのに）

　なんという欺瞞だ。

　彼女が美しく変わり、他の男の視線を集めるようになればなるほど、己の欺瞞に怒りを覚える。

　四年もありながら、どれだけ見て見ぬふりをしていたのだ。

　美桜は秘書であると同時に女だ。

　律己の側にいながら、他の男と結婚する未来もある。何故、目をそらしていた。

　あまりにも彼女が変わらないから、このままの今日が明日も続くと思っていた。思い込むことで我慢した。

（美桜は俺のものにならない。その代わり、誰のものにもならないだろうと）

　愚かなことだ。

　空になったギムレットのグラスを返し、今度は、よりアルコール度数の高い、ドライマティーニをバーテンダーに頼む。

　バーテンダーの男は、杯を重ね過ぎだという風な顔を見せたが、苦笑を返すと、黙ってミキシンググラスを用意する。

　ほどなくして、怖い位に透明な酒が目の前に置かれた。

　オリーブの刺さった金色のピックに照明が反射し、まぶしさから目をそらした時だ。

「どうしたの、チカちゃん」

　耳に慣れた声が鼓膜を震わせ、律己は反射的にそちらを目にする。

　心が跳ねる。友人と約束があると言っていたが、ここに美桜がいるのか。

（偶然でもいい。友人が一緒でもいい。……仕事以外の場面で、美桜に会いたい）

　願いつつ様子を窺うと、中二階から降りる螺旋階段に人影があった。

　美桜の小柄な影。その横に並び、階段を下りてくるもう一つの影に、律己は声を失った。

　――あの身長、あの肩幅は、女と考え難い。隣に並ぶ影は男のものだ。

　その推測が正しいという風に、螺旋階段のポールを半回転して男が姿を現す。

　短く刈り上げた金髪、黒いシャツにアート風な花柄が入ったジャケットを合わせており、それが男の大胆さや、油断ならなさを引き立てていた。

　地味だった頃の美桜とは、なにもかもが異なる雰囲気の男だが、だからこそ、彼女の変貌の理由になったのかと焦る。

　男は、やや後ろを見ながらなにか話していたが、律己をみつけると、何故か意味深に笑った。

　知り合いに、こんな男がいただろうか。

　記憶を探るが、妬心と酒にまみれた頭では、思い出せない。

　一拍遅れて階段から下りてきた女――美桜が、驚きの声を上げる。

「律己社長？　どうされたんですか、お酒なんて、身体の具合はもう大丈夫な……きゃ！」

　見つけるなり駆け寄ろうとし、階段の端にヒールを引っかけてしまう。

　あわてて立ち上がるが間にあわず、どころか、目の前で、美桜が男に腕を引かれ庇われるのを見てしまう。

「大丈夫、美桜……」

「うん。ありがとう、チカちゃん」

　美桜の隣にいる男を、チカと呼ばれた男を、敵意のままにらみつける。

「象山」

　自分でもぞくりとするほど低い声が出た。これでは美桜を怯えさせる。

　それがわかっていても止められないほど、律己は嫉妬という激情に流されつつあった――。










３．好きこそ恋の成就なれ











　――律己から食事に誘われたのに、断ってしまった。

　デザートを前にして、美桜は溜め息をつく。

　表情から読まれたのか、正面のオネェ、もとい千樫が呆れながら笑う。

「バッカねえ、そういう時は、アタシなんか放置してデートに行くのよ」

「そんなんじゃないよ。仕事した後、一緒に食事する女性がいるんだけど、その人が帰っちゃったから。……誰か、食事相手が捕まるといいとか言ってたし」

「でも、アンタを誘ったんでしょう？」

　デートスポットを知るのも勉強と言いくるめられ、隠れ家的なダイニングバーに連れてこられたが、なにを食べたのかほとんど覚えていない。

　理由はわかっている。

　律己が調子悪そうにしていたこと、律己からの食事の誘いを断ったこと。この二つが、気持ちを乱している。

　食事の間、美桜の言葉尻を捉え、追求し、名刑事さながらに告白させた千樫は、〝私と居るのに、律己社長のことしか考えてないじゃないの〟とからかい続けた。

「協力しているんだから、成果ぐらいは欲しい処よね。そろそろ」

「いや、別に、大した変化は」

「大じゃない変化はあった訳ね？　聞かせて？」

　第三者の位置から恋愛話を聞くのが好きなのか、ぐいっと千樫が身を乗り出してくる。

（そういえば、高校の時も、チカちゃんは、女の子向け恋愛小説にハマっていたなあ……）

　ぼんやりと過去を思い出すも、すぐ本人から睨まれてしまう。

「自意識過剰と思うけど……。距離が、近い気がする」

　以前よりも、エスカレーターや階段で、エスコートされることが増えた。

　高いヒールの靴に、いつまでも慣れない美桜が、危なっかしいのだろう。

　しかし、さりげなく腰や背に手を添える律己から、シダとラベンダーの混じった香りや、身体の熱が伝わると、すぐ惑乱させられてしまう。

　仕事に集中したいのに、いつもより彼を意識している。

　近い。かと思えば、突然、意味もわからず不機嫌になられるから困る。

　この間など、美桜が営業部の飲み会に出席した話を聞くや否や、機嫌が悪くなられた。

　人や物に当たるとか、嫌味を言うとかはしないのだが、律己は、不機嫌だと奥歯を噛みしめつづける癖がある。

　顎が強ばって言葉が少なくなるし、常備している頭痛薬の減りが早くなるから、すぐわかる。

　今までは、正直に不機嫌の理由を話してくれたのに、最近は理由を尋ねようとした瞬間、話題を反らされるので、本当にわからない。

　そして二人の間にはいつも、香辛料のような、ピリッとした緊張感がある。

　こんなことは初めてだ。上手く距離が取れないなんて。

「仕事が終わった後も、用事があるみたい。この間、専務から急ぎ連絡を取りたいって言われたけど、捕まらなくて。デートかなと思うけど、それにしては機嫌がよくならないし……恋人と、上手く行ってないのかな」

　ここ最近、由亜から頻繁に電話が掛かっていた。

　宣伝広告部の担当が社長室に呼び出され、由亜のスケジュールや他社の仕事について、問い詰められていたのも知っている。

　今日なんか、由亜本人が押しかけ同然に会社に来たて、律己は美桜に、席を外せと命じて来たのだ。

　美桜に聞かせたくないことが、恋人としての諍いかなにかが、由亜との間に発生しているのか――。

「公私混同しない人と思っていたんだけど、本命は違うのかな」

「本命以前に、あのコが恋人だって、ちゃんと本人から聞いたの？　好きなのか、どの程度の仲なのかとか。由亜にじゃないのよ？」

　千樫が由亜の名を出したことに舌を巻く。

　彼女を指して愚痴ってないつもりだが、知らず話してしまったのだろうか。

「由亜さんがＳＮＳにそれっぽい写真を載せてる……。一緒に食事してるトコとか」

　律己の顔は出していないが、画面端に映る手や時計、スーツでわかってしまう。

「女を相手にしたってしょうがないの。ちゃんと社長に聞きなさいよ」

「聞ける訳ないよ。そんなプライベートなこと」

「どーしてよ。秘書の立場を利用して、『スキャンダル対策を考えたいから、はっきり教えてください！』とか迫ればいいじゃないの」

　ぱん、とテーブルを叩かれても、美桜は苦笑するしかできない。

「職権乱用は無理。……それより、チカちゃんはどうなの。最近、忙しそうだったけど」

「まあねえ。テレビ局にも行ったけど、あそこは慌ただしいわあ。ホント」

　千樫はメイクアップ・アーティストをしているが、フリーで特定の団体に雇われてない。

　メインである芸能集団のツアーに加え、紹介で、モデルや女優のメイクを請け負うこともあるらしく、先週、千樫はほとんどマンションに居なかった。

「まあその分、人の出入りが激しくて、いろんな噂の巣窟だけどね。芸能雑誌の記事ってアテにならない。ね、そう思わない？」

　フフフ、と意味深に笑われる。どうせ、また、美桜の恋バナに茶々を入れたいだけだろう。

　見抜き、デザート代わりに頼んでいたフルーツカクテルを飲みきる。飾りの果物はとっくに胃の中だ。

「人を玩具にしてるでしょ」

「違うわよ。……夏が終わるまでになにも変わらないなら、アタシの見立てが間違ってるってこと。それ以降は、口出ししないわ」

「見立てって」

　この夏に、自分の恋愛をどうするか真剣に戦いなさい。と千樫に言われたことがあるが、戦うもなにも、始まる前に終わっている。

　この間、撮影カメラマンから聞かされたのだ。律己社長と由亜が婚約すると。

　〝由亜が婚約したら、秘書を配置換えさせると息巻いてたけど〟と。

　撮影カメラマンがそんな噂を流しても利はないので、本当なのだろう。

　行く場所がなくなるんじゃないかとか、進退を考えるなら相談に乗るよとまで言われたので、由亜のほうから、かなり具体的な話を聞いたのか。

（今日だって、彼女のスケジュールが取れないから、代わりに私を食事に誘っただけ。――ひょっとしたら、結婚が決まったのに、秘書が女では妻に悪いからとか、そういう理由で配置換えを打診したいのかもしれないし）

　怖い。だから、誘いに乗れない。

　先を紹介するから社長秘書を退いて欲しい。側から離れて欲しいと言われそうで。

　きゅうっと胸が苦しくなる。彼を諦めていた筈なのに、おめでとうと笑えそうにない。

「私が思うにねえ……って、あら？　……ほらね、やっぱり。面白くなってきたじゃない？」

　うじうじと悩む美桜を無視し、スマートフォンを弄くっていた千樫が目を輝かす。

「ゲームかなにか？」

「まあそういうものね。先を読んで仕組む。時には第三者の手を使ってね。……やっぱりアタシが仕掛けなきゃ駄目だったのね。けれど、いいエビを使うと、やっぱりいい鯛が釣れるわあ」

　なにを言っているのかわからない。首を傾げる美桜を前に、いきなり千樫は立ち上がる。

「場所を移動しましょうか」

　強引に先を進まれ、慌てて後を追う。

　ソファ席を抜けて螺旋階段を下りる中、千樫がぶつくさと独り言を言うのが聞こえた。

「そうよね。そうこなくっちゃ。……あれだけ似合うもの揃えて、いじましく送るぐらいだもの。毎日見て、気づいて、よほど惚れ込んでなきゃ無理よね……。そうよね」

「どうしたの、チカちゃん」

　不気味になって尋ねると、前に居る誰かを見て、意味深に笑っていた千樫が振り向く。

「どうもこうも。獲物発見ってトコ？　アレ、律己社長じゃないの？」

「え……。律己社長？　どうされたんですか」

　確かに律己だ。彼がカウンターで飲んでいる。誰かと食事している筈なのにとか、偶然とか、思うと同時に、帰り際に彼が胸を押さえていたことを思い出す。

　前社長が目の前で倒れた光景が頭をよぎる。

　大変だ。もし病気なら、飲んでいる場合じゃない。

「お酒なんて、身体の具合はもう大丈夫な……」

　千樫を押しのけ、前にでようとして、ヒールのかかとが階段の角に引っかかる。

　前のめりに倒れそうになり身を強ばらすも、千樫が腕を引いて止める。

「大丈夫、ミオリン」

「うん。ありがとう、チカちゃん」

「……象山」

　突然、名を呼ばれて気温が氷点下まで下がった気がした。

　律己の声はそれぐらい低く、感情のありかを悟らせない。

（怒ってる？　何故？　一緒に食事に行くのを断ったから？）

　上司で社長でもある律己から食事に誘ったのに、美桜が友人を優先したからだろうか。

（いや、それはない。先約があると伝えたし、律己さんも他を当たると笑って……）

　はっと息を呑み、表情を強ばらせる。

　普段は融通を利かせてくれる。けれど、大事な話があるのだったら？

　律己には由亜と結婚するという噂があった。

（夫の側に女性を……私を置くのを、由亜さんが嫌がったって聞いたし。そのことで律己さんと喧嘩していて、予定が空いたとか）

　あの変な距離感は、美桜に、社長秘書を辞めてくれという話をする時期を、測っていたのだろうか。

　悪いほうにばかり捉えてしまう中、千樫が一歩だけ律己のほうへ進む。

「律己社長？」

「君が、うちの象山が親しくしているという、友人のチカちゃん、か」

　友好的とは思えない雰囲気に焦る。が、入れる空気でもない。

「ええ。千樫と言います。いつもお世話になってます」

「なるほど。千樫。だから……チカちゃんか。私の秘書がお世話とは具体的に？」

「いろんな意味で。友人ですから。今はまだ」

　千樫は気さくに肩をすくめているが、目が試すように細められている。

　律己だって、微笑み、泰然と構えて居るけれど、余裕より威圧を感じてしまう。

（二人とも、どうしたの）

　どちらも見たことのない顔をしている。怖くて、触れると火傷しそうな、危険な顔だ。

　どう取りなせばいいのかわからず、二人を交互に眺めていると、千樫がこつんと拳で美桜の額を軽く叩いた。

「美桜、出るよ」

　端的に告げると、千樫は返事も聞かず店の出口へ向かう。

（美桜？　何故に呼び捨て？）

　親友を追うべきか、社長の下に残るべきか迷ったが、どちらにしても会計は済ませておくべきかと考え、千樫の後を追う。

　レジで自分の分の飲食代を払おうとするも、千樫が美桜の分まで払ったと聞かされた。

　探さなければ。急いで店を出て、駅へ向かいながら首を巡らせる。

　雑踏を見るも、ちらつくネオンサインのせいで視界が定まらない。

　つま先立って千樫の金髪頭を探していれば、鞄の中のスマートフォンがチャイムを鳴らす。

　急ぎ取り出し画面を見ると、千樫からメッセージが届いていた。

　――アタシ、面倒は苦手だから先に帰るわ。今夜は前祝いのおごり。上手くやりなさいよ。

　上手くやれというのは、社長の機嫌を取れということだろうが、前祝いとはなんのことだ。

　わからず、メッセージを返そうとするも、唐突に肩を掴まれてしまう。

　はあっ、はあっと荒れた息を吹きかけられびくりとするが、よく考えれば雑踏の中、変質者ということはない。気づいて振り向くより早く、くるっと身体が返された。

「あいつを追って、どこへ行くつもりなんだ」

　店内から走って追いかけてきたのか、わずかに息が上がっている。

　目を大きくして相手を見ていると、どうなんだ。と答えを急かされた。

「家に帰る予定ですが」

　急な仕事がはいったのだろうか。首を傾げ、正直に先の予定を教えれば、目に見えてわかるほど律己が青ざめる。

「律己社長?」

　ただならぬ様子にぎくりとしてしまう。会社になにかあったのだろうか。それとも――。

「あの、実伴おじさま、いえ、前社長になにかっ……！　まさか、発作で倒れられたとか」

　一番可能性の高い事象を考え、口にしてしまう。

　すると律己が、くしゃっと顔を歪め、美桜の手首を掴み、脇にあった小道へ連れ込む。

　律己らしくない性急な行動に目を剥いていると、彼は美桜の身体を両腕に閉じ込め、ビルの壁に手を突いた。

「りつ……」

　咄嗟に肩をすくめ、驚きながら相手を見ると、切羽詰まった表情で律己が問う。

「友達じゃなかったのか」

「ええ、高校からの友達です。つい最近、偶然」

「再会して、それから、ずっと、あのチカとか言う奴と付き合って居た訳か。その化粧も、服も、全部あいつのせいか」

「そうです……が」

　理性より感情の勝った問いかけに、おずおずとうなずく。

（化粧と、服がチカちゃんのせいかって……あっ）

　派手にならないよう、社会人として常識の範囲で、メイクや服装に気を遣いだしたが、それが目障りだったのだろうか。

　秘書らしく地味に、以前のようにしていて欲しかったのだろうか。

　考え至り、胸を締め付けられるような思いの中で問い返す。

「あの、律己社長。……もしかして、私が着飾るのは好ましくないと思われて」

「当たり前だろう！」

　動悸が速まり、息が詰まり、目が潤む。――努力が無駄だったという現実が辛い。

　黙って居ると、律己は美桜と同じぐらい顔を歪め、吐き捨てた。

「なんだって、こんな……俺の贈った服を着て、俺の贈った香水を纏って、他の男の処へ行くだなんて。冗談だろう」

「は？　いえ、え？」

　不明瞭な悔恨に疑惑を抱く。これはおかしい。まずは落ち着かなくては――。

　そう思う美桜の気持ちとは裏腹に、律己はとんでもない爆弾発言を投げてきた。

「象山、あいつと、結婚するつもりなのか」

「チカちゃんとですか？　しませんよ！　どうしてそうなるんです」

　ぽかんと間抜けに口を開くが、己の感情を制御することに必死な律己には見えていない。

　彼は、緊張に声をかすれさせたまま続けた。

「家に帰ると言っただろう。なのに結婚しないなんて」

「それがどう関係するか、私にはさっぱり……。あの、それに、チカちゃんには恋人がいて」

　なにかがずれている。それがなにか、混乱した頭では上手く探れない。なのに律己は美桜が考えるのを阻むように、反論を述べ立てる。

「やめろ！　そんな男に遊ばれるぐらいなら、俺のほうがずっとマシだろうに、どうして」

「ちょっ……律己社長、落ち着いてください。結婚とか、遊ばれるとか、まるでわかりません」

「わからないほど夢中なのか。……正気に戻れ、美桜！」

　唐突に名前を呼び捨てにされ、びくりとする。

　意識するより早く顔に血が上り、美桜は酸欠の金魚みたいに口を開閉させてしまう。

　一方、暴走している律己は、美桜の驚きや羞恥にまるで気づけず、言い募る。

「まだ友達なんて。……あいつは都合のいいことを口にして、家に連れ込みたいだけだろう。そんなの、お前がよくても俺は許せないッ」

　勢いよく抱き込まれ、美桜は言葉を失う。

　高い男の体温と、濃厚で官能的な香りに包まれ、息を吸うだけで、律己の色に染められてしまいそうだ。

　が、この状況がおかしいことだけはわかる。

　冷静にならなければともがくのに、美桜が逃れようとすればするほど、律己は腕の力を込め、己の身体をぐいぐいと押しつけてくる。

「律己、さ……、苦し」

　腕を手で叩き、息が詰まっているのを伝えると、はっと我に返った律己が力を抜く。

　だが、美桜の身体に回した腕は解こうとはしない。

「一体、なにを……。酔っ払われているんですか」

「泥酔していたほうがマシだ。お前があの男のものになっているだなんて、酷い悪夢だ。……何度だって言ってやる。美桜、結婚する気のない男の側にいては駄目だ。お前が不幸になる」

　引き絞るような声で言われた瞬間、なにかが、ぷつりと切れた。

「……結婚する気のない男の側にいたら不幸になるだなんて、なんでそんなこと、社長から言われなくてはいけないんですか」

　自分だって女性と食事しているし、結婚の噂だって出ているくせに。

　粘つく黒いものが喉を詰まらせ、嫌な毒で心を乱してく。それが苦しくて、美桜は考えなしに気持ちを吐露する。

「そんなの、言われなくても知ってます。私ごときが努力したって、絶対に女に見られないことも、結婚してもらえないことも。わかって、それでも、側にいたくて……」

「……美桜」

　形のよい喉仏が目の前で引きつき、かすれた呻き声が漏れる。だが、呻いて泣きたいのはこちらだ。

「好きって伝えて、迷惑がられて、側に居られなくなるなら、それぐらいなら秘書として、側に居られればいい。それだけでいいって……」

「よせ、そんな恋の仕方……は？」

「秘書として必要とされるだけでいいんです。女としては無理でも、秘書として側にいようと、毎日自分に言い聞かせてがんばっているのに、なんで律己さんからそんな……っ、きゃ！」

　がばっ、と音を立てて身体を離され、鼻先が触れそうなほど近くから、まじまじと顔を見つめられる。

　近すぎる距離に、呼吸することさえ恥ずかしくて息を詰めていると、律己が、聴覚の限界を試すような囁きをこぼす。

「好きだが、迷惑がられるより、秘書として側に居られればいい……って、どういうことだ」

　真剣な眼差しで、美桜の吐き捨てた台詞を要約し、律己は唇をきつく引き結ぶ。

「……あ」

　言わないと決めていた言葉を口にしてしまった。

　身体が細かく震えだし、頭の中が真っ白になる。

（どうしよう。どうすれば）

　同じ言葉が壊れたオルゴールのように脳裏を巡るが、一つも答えがえられない。まともにものが考えられない。

　ただ、わかるのは、律己との関係が変わってしまうという事実だけ。

　手足の先が冷え、すうっと血が引いていく。

　答えを拒むことも、正しく伝えることもできず黙って居ると、潤んでいた目からぽろりと涙がこぼれた。

　目の前の男がはっと息を呑み、次の瞬間、包み込むようにして美桜を抱き締めた。

「悪かった」

　背に手をやり、残る手を持ち上げ、愛おしむようにして後頭部を撫でる。

　先ほどの無理矢理に行動を阻み、支配しようとするのとは違う、ゆったりとした抱擁に心が少しだけ楽になる。

「こういうことは、女の方から言わせることじゃなかった」

　言われたことを理解した途端、ひくっと喉が引きつった。

　それ以上は伝えられなくてもわかる。

　気持ちは嬉しいがとか、お前は秘書としてしか見られないとか、別れを示される時間を少しでも後に引き延ばしたくて、目を閉じ、律己の胸元をぎゅっと掴む。

　すると彼は、は、と変に熱い息を美桜の耳元へこぼしてから囁いた。

「俺は美桜が好きだ。秘書としてではなく、女としてお前を必要としている」

　考えていたのと真反対の言葉に、美桜はバネが弾けるように頭を上げた。

「う、そ……」

　心臓が止まった気がした。驚きすぎて、上手く息継ぎができない。

　唇を震えさせ、ただひたむきに相手の瞳だけを見る。この現実が消えてしまわないように、嘘になってしまわないように。

「嘘じゃない。……お前ほどかけがえのない女はいないよ。仕事でも、それ以外でも。もう、三年以上、お前に惚れている」

「どうして私なんか。地味で、目立たなくて、美しくもないのに」

「あのな、今のお前がそれを言うと、結構な嫌味だぞ。……美桜が化粧や服装を変えてから、どれだけ男の気を、とりわけ俺の気を引いていると思ってるんだ」

　こつん、と指の節で額を弾かれる。

　子どもにするような仕草は親密で、今までより心が近く感じられて、身体の奥からじわっと温かさが沸いてくる。

「でも由亜さんと、お付き合いされているんじゃ」

「やめてくれ。あれとはビジネスだけの付き合いだ。接待の一部として、食事に同席ぐらいはするが、そういう関係になんて絶対ならない」

「お泊まりデートとか、週刊誌に載っていた、あれは」

　嫌そうに顔をしかめ、律己は頭を振り説明する。

　由亜は律己が出張で泊まっていたホテルに押しかけ、チェックアウトする律己にまとわりつき、玄関を出るところで子飼いの記者に映させ、その部分だけを記事にされたそうだ。

「親や周りを巻き込んで、俺に結婚を考えるよう迫ってくるが、全部断っている」

　他にも、恋人であるかのような思わせぶり文章をつけ、ＳＮＳへ、二人でいるかのような写真を掲載されたりと小細工され、律己も都度都度に注意していた。

　けれど玉の輿を狙う本人は、まるで聞かない。

　最初は、由亜の親が代議士であることや、広告会社との関係を考え黙って居た。

　ブランドや会社への影響を考慮せずに行動するには、リスクが大きい相手だからだ。

　しかし最近では目に余り、本格的に対策すべく、広報担当と話し合っている段階だと言う。

「第一、俺は惚れた女以外を抱く気はない」

「惚れた女っ、て」

　今更、それが誰か問うほど愚かではないが、どうしても納得が行かず、戸惑う。

　美桜の目がそれたのを見て、こら、と咎め、律己は顎を取って視線を合わす。

「惚れたらおかしいか。……こんなにいじましくて可愛い女が側にいるのに、どうして由亜みたいな、うるさくて下品な女に目移りできるんだ」

　柔らかく、小さな生き物にするように、律己は美桜の頬に自分の頬を擦り合わせる。

「気を引きたくて必死なのに、プレゼントなど歯牙にもかけない。食事の誘いもかわす。あげく、冗談で嫁にすると言えば、秋埜の籍に入る気はないと言う。……だから、俺はお前にとって社長であって、男じゃないんだと思っていた」

　全部、身に覚えがある。誘いに乗れば勘違いしてしまいそうで、好きだと知られそうで、怖くて逃げていたから。

「だから、ずっと社長と秘書でいようと。結婚できなくても、一生独身を通しても、それでお前が側に居てくれるならと。……その関係が変わって、お前を失うのが怖かったんだ」

　そう締めくくられ、はっとした。

　つまり、二人とも気を遣い、二人とも関係を壊すのが嫌で、気持ちを確かめずに居ただけで、好きな気持ちは一緒だったということだろうか。

「私も、です。……社長にご迷惑をお掛けして、距離を取られるのが怖かった」

　ずっと、心に抑え着けていたのが嘘のように、気持ちを素直に告げられた。

「好きと言っても……いいんですか？」

　顔を上げ、意を決して告白すれば、触れるだけのキスが額に落とされる。

「当たり前だ。……わかったら、諦めて俺を恋人にしろ。そして、いい加減に俺から甘やかされることを受け入れろ」

「甘やかされるのを受け入れろ、だなんて」

　一方的に決めつけられるが、呆れや怒りよりも、嬉しい気持ちがわいてくる。

「何度でも言う。好きだ。仕事だけじゃなく、俺の人生が続く限り側にいてほしい」

　うなずく。次に言葉にすることなんて、一つしかないに決まっていた。

「私も、貴方が……律己さんが好き。人生が続く限り側にいたい」

　言葉にしたと同時に唇が塞がれた。まるで、その気持ちを永遠に二人の中に封印するように。

　首の後ろを手の平で支え、何度も唇を重ね合わせられる。

　熱や柔らかさ、思ったより肉厚な感触に驚くが、やめたいとは思えない。

　どころか、もっと、もっとと煽るように求める自分がいる。

　身体は目覚め始めた欲求に素直で、うながされるより早く口をほころばす。

　女の変化に気づいたのか、確かめるように、表皮を押し当てるだけだったキスの動きが変わる。

　上唇と下唇を交互に食み、弾力を味わいながら、込める圧を増されていく。

　かと思えば、顔を傾け、かすめるようにして焦らされる。

　触れるごとに、頭が甘く痺れだす。

　漏れる吐息は熱と忙しなさを増し、互いの息が混じり重なる。

　尖らせた舌先でつうっと輪郭をなぞられた。

　唇と違う濡れた感触に驚き身をすくめれば、大丈夫だと言いたげに、背中がゆったりと撫でられる。

　ぞくぞくとするものが腰骨からうなじまでを駆け上がった。

　切なさに耐えかね口を開けば、待ちかねたように律己の舌が忍び込む。

　ぴちゃりと濡れ音が聞こえ、唇の裏が執拗にねぶられだす。

　暗がりとはいえ街中で、ざわめきもある筈なのに、男の舌がくねり、淫靡な水音が鼓膜を震わせるたび、脳がゆっくりと蕩かされ、他が気にならなくなっていく。

　ぬめる感触が歯茎をなぶる感覚は、今までに体験したことがないもので、驚くと同時に声が漏れた。

「あ……」

　震え、語尾も定かでない声は、けれど確かに女の声で、ほかならぬ美桜自身をドキリとさせた。

　恥ずかしくて、律己のスーツを掴みすがるも、相手はまるで止めてくれない。

　ちろちろと動く舌先が、薄く開いた歯列から中へ入りだす。

　陶然としながら、本能に支えられるまま唇を開く。

　後頭部を支える男の指に力が籠もり、より強く引きよせられた瞬間、側にある道路から派手なクラクションの音が響いた。

　今居る場所がどこなのか思い出し、はっと息を呑み込んだ。

　すると律己が、唾液に濡れた美桜の唇を親指で撫で、苦笑する。

「駄目だな。こんな処で。……でも、止められそうにない」

　ふ、と笑い、覆い被さるようにして美桜を抱きすくめる。

「欲しくて、欲しくてたまらない。……このまま、攫ってしまいたいよ」

　欲情に満ちた眼差しを受け、ぶるりと身体がおののいた。だが、怖いのではない。

　興奮している。手に入らないと諦めていたものが触れ、感じられることに。

　伸ばした腕を律己の背に沿わせ、美桜は男の胸に顔を埋める。

　スーツ越しに伝わる体温は熱く、自分のものより力強い鼓動は、恐ろしいほどに早かった。

　――求められている。欲しがられている。

　そのことが、美桜のためらいを押し流した。

「攫って、ください」

「美桜？」

　常にない積極性に驚いたのか、律己が名を呼ぶ。

　素直に口に出すのは、思っていた以上に恥ずかしい。

　けれど美桜は、律己の胸に顔を伏せたまま続けた。

「私も、今夜は、律己さんから離れたくない」







　タクシーに乗り込み、律己の住むタワーマンションへと向かう。

　車中でも、律己は美桜の腰から手を離さず、指を絡めた美桜の右手にずっと唇に触れさせていた。

　運転手の目があるのにと思いつつ、肌を撫でる息や触れる唇の熱さ、身体越しに伝わる鼓動から、律己が切羽詰まっているのがわかる。

　余裕がないのだ。一時も手放せないほど。

　言葉では伝わらない衝動や情に、美桜まで煽られ余裕を失っていく。

　エレベーターに乗り、高層階にある律己の部屋に着くまでが、二人の限界だった。

　カードキーで扉を開け、玄関に雪崩れ込むや否や、キスの続きが始まってしまう。

　触れたと思った瞬間に、唇が割られ、肉厚な舌が口腔に差し込まれる。

　先ほどした、触れ、確かめるようなキスとはなにもかもが違った。

　侵入してきた男の舌は、すぐさま美桜のそれに寄り添い、舌根から舌先までを嬲りだす。

　ざらりとした表を口蓋に当て、あるいは舌先で執拗に歯列を舐め上げ、律己は熱と淫靡な感触を美桜の身体へと教え込んでいく。

「んくっ……、むぅ……ぅ、あ、は……んんっ」

　舌を掬われ、大胆に絡め、啜られる。

　含みきれない舌に喘ぐと、すぐ唾液が口端からこぼれ始め、顎から喉へと伝っていく。

　肌を濡らす感触は非日常的で、不快さよりも興奮を覚えてしまう。

　ぴちゃぴちゃと言う淫靡な音が絶え間なく玄関に響き、二人の息づかいは赤裸々に乱れだす。

　繋がる部分の粘膜をすべて蹂躙するように、くねり踊っていた律己の舌が、喉奥まで辿り着いた。

　肌ではなく、濡れた内部を探られる刺激は、嫌でもこの先を――男と女の交わりを意識させる。

「んむ、……く」

　つきりと舌根が痛むほど啜られ呻くと、律己が舌をするりと抜く。

「……がっつきすぎたな」

　頬やまぶたと、試すように唇で触れながら、律己が口の端を上げる。

「や、もう……どうして、こんな……」

　好きだと知っただけでも気が浮ついているのに、こんな奪うようなキスをされてはかなわない。

　断続的に荒れた息を漏らし、赤くなった顔を腕で覆うと、律己くっと喉奥で笑う。

「困っているのか」

「当たり前です……」

　美桜は、男性経験に疎い。

　多感な時期である高校時代を、廃れていた手芸部を立て直すことに捧げ、親しい異性と言えば千樫ぐらい。そのまま就職し、年上の男性と接していたのだから、デートはもちろん、合コンにすら行ったことはない。

　年配男性のセクハラを撃退するスキルはあっても、恋人として、誰かと過ごす夜など初めてだ。

「私、男性に好きと言われたのも、言ったのも、初めてで……どうしてい、……いひゃっ！」

　世慣れなさを告白しきるより早く、律己の腕により抱え上げられる。

　不意の浮遊感に目を剥き、彼から落とされないように抱きつくので精一杯だ。

「そんなの、触れた時の反応でわかる。……チカちゃんは、本当に友達だったようだな」

　暗い室内を悠々と進みながら、律己が笑う。

　鼓動が早る。息を乱し、汗ばむほど肌が上気している。

　なのに、そこまで美桜を翻弄した律己は余裕で、それがまたしゃくに障った。

「最初から、そう言っています」

「気分がいいな。あれは友達で」

　不意にトーンを下げ、耳元で囁かれる。

「俺は、美桜の〝男〟」

　欲情の色を隠さない男の声に、鼓膜ごと脳を震わせる響きに、ぞくりとした。

　顔を律己の肩に押し当て、目をぎゅっとつぶっていると、彼は尖らせた舌先で美桜の耳の際をなぞりだす。

　熱く濡れたものが耳殻を嬲る感触は、くすぐったくももどかしい。

　身を捩り、逃れようにも、律己に抱え上げられていては難しく、美桜は喘ぎを圧し殺すために、ことさらその背にしがみつく。

　それが嬉しいのか、楽しいのか、律己は忍び笑いさえ漏らしながら、美桜の耳たぶから首筋、うなじと、キスの雨を降らせ続ける。

　性戯ともじゃれあいともつかない接触を繰り返すうちに、二人は廊下からリビングへと辿り着く。

　モノトーンを基調とした家具が並ぶ空間を抜けると、すぐ脇にある部屋のドアが蹴り開けられた。

　――寝室だ。

　律己の部屋には、今までに一度か二度、届け物や迎えに訪れたことはあった。だが、長居したことはない。

　まして最もプライベートな部分である寝室など、覗いたことさえない。

　ドキドキしながら顔を伏せていると、部屋の中央で立ち止まり、律己は美桜を腕から下ろす。

　柔らかいマットレスの感触がすると同時に、彼が纏う香水の匂いがふわりと周囲に漂う。

　ああ、この人はいつもここで眠っているのだと、頭のどこかで理解したと同時に、そこへ自分が招かれた幸せに胸が甘く疼く。

「り、つき……さん」

　喘ぐようにして名を紡ぐと、彼はジャケットを脱ぎ捨て、ネクタイとシャツのボタンを緩めながら、自身もベッドへ乗り上げる。

　目線の高さが同じになると、律己の身体の大きさや、肩幅の広さなどが、実感として伝わってきた。

　抱き上げたり、包むように腕へ閉じ込めたりされた時も、大きな身体だと思っていた。

　けれど今は、別の意味で意識してしまう。自分を圧倒し、奪い尽くそうとする雄の力を。

　熱く火照った美桜の身体が、わななき震える。

　ひくっと喉を鳴らすと、律己は、美桜の脇についていた手を持ち上げる。

　軽く結んだ手を美桜の顎に当て、そのまま指の節だけで輪郭をなぞってく。

　上から下へ、下から上へ。

　時折、首筋や耳の裏を指でくすぐり、未知の感触に美桜がびくりと身体を跳ねさせると同時に、素早く退く。

　そんなことを繰り返していくうちに、どんどん焦れったさが募りだす。

　触れられるのに怯えるくせに、指が離れるのが物惜しい。

　矛盾した気持ちに戸惑えば、悪戯な指が襟元から忍び込み、隠れていた鎖骨を辿り始めた。

　押しつけるように、あるいは引っかかれるようにされた部分から、肌が痺れていく。

　胸が酷く重い。来ているワンピースが窮屈に感じられるほどだ。

　腹の底から込み上げる甘苦しさと、熟れていく胸の熱に押され喘ぐ。

「ぁ……はぁ」

　自分でも聞いたことのない女の声に目を大きくした途端、背に当てられた手が動き、首から腰まで一気にファスナーを下ろしきる。

　身体を締め付けていた服の感覚が消え、心許なさに震えた美桜から、ワンピースが滑り落ちた。

　咄嗟に両腕で胸を隠すが、律己は先を読んだ動きで手を滑らせ、肩甲骨を手の平で撫で回す。

　包み込むような手の大きさと、熱に陶然とし目を細めた。

　肌に肌が触れていくのが心地よく、意識するよりも早く吐息が漏れる。

　慣れない美桜に寄り添うように、律己は急がず、自分の手の感触や肌の探り方だけを教えていく。

　指先で背骨の隆起を一つ一つ辿り、腰のきわどい処に触れ、女の身体が驚き跳ねると、からかうように肌から離れて行く。

　かと思えば脇腹から胸元までを一気に撫で上げ、乳房の下をくすぐって逃げる。

　肌が慣れ、動きを覚えだせば、もう次の場所に触れられ、知らぬうちに自分が追い詰められていくのを感じる。

　――もっと、ちゃんと触れて欲しい。絶え間なく、隅々まで余すことなく、その手を、指を知りたい。

　初めてなのに欲求が込み上げる。

　口にしていいのかどうかわからず、声を抑え、脇に下ろした手でシーツを掴んでいた。

　肌が熱い。どこもかしこも疼いて仕方がない。

　息を抑え、唾を呑みながら顔を上げた。すると、目をすがめて息を凝らす律己と視線が合う。

「脱がすぞ」

　短く告げられ息を呑む。

　次の瞬間、上部を覆っていたワンピースが、ブラジャーごと抜き下ろされる。

　肌寒さを感じた時には、もう仰向けに倒されていた。

　律己は獣のように美桜に覆い被さりながら、陶然と微笑む。

「綺麗な胸をしているな」

　言われ、恥ずかしさから腕で隠そうとしたが、それより早く、男の手が胸の双丘を掴んでいた。

「あっ……！」

　うろたえた声を出しても、もう遅い。

　服という束縛を亡くした柔肉が、律己の手の中で形を変えていく。

　捏ねるように揉まれ、かと思えば指で輪郭を辿られ、そうするごとに、どんどんその部分が過敏になっていく。

「は、あ……ぁ、や」

「見た目より、大きくて柔らかいんだな。そして熟れ、反応がいい」

　言うなり、律己が顔を伏せ、乳房をぞろりと舐め上げた。

　指とはまったく異なる感触に、肌が驚き背がしなる。

　皮膚を舐めるなんてと思うのに、濡れた部分から染みる切なさに心が乱されていく。

　薄く色づいた乳輪の部分を爪先でなぞられ、新たな刺激に美桜は声を上げる。

「ぁ、あっ……、あ」

　ぶわりと全身の毛穴が開き、すぐさま甘く気怠いものがぎゅうっと腹奥に凝縮する。

　未知の感覚に怯える暇もなく、胸の谷間、脇、鎖骨と舌に辿られ身体が目覚めていく。

　まるで甘くて重い蜜毒のようだ。

　気がついてもいても惑わされ、その刺激に溺れている。

　ふと肌に走った痛みに顔をしかめた。

　目をやると、緩やかに隆起した乳房に、紅く淫猥な印が見える。

　何故、肌が色づいているのかわからず、食い入るようにそこを見つめる美桜の前で、律己が笑い、こうしたのだと知らせるように肌を吸う。

「俺の、だ」

　じゅっ、と濡れた音が響き、肌の吸われる刺激に喘ぐ。

「あっ……！」

　乳房の横、腹部から脚の付け根、鎖骨。

　しまいには指まで吸われ、どんどんと息が上がっていく。

　耐えきれず身を捩るが、すぐに手で仰向けに戻され、隠すことすら許されない。

「美桜……、美桜」

　繰り返し名を呼ぶことで、律己は、誰が触っているのか、見ているのかを伝えてくる。

　触覚だけでなく、聴覚からも官能を揺さぶるやり方は狡猾で、美桜がどんなにきつく目を閉じていても、彼がどうやって触れているのか、視姦しているのかわかってしまう。

　羞恥に肌が火照り、脳は徐々にぼんやりとしてくる。

　身を固くしてこらえようとするも、硬くなった胸の蕾に、強く息を吹きかけられた。

「ひあっ……！」

　背が浮き、乳房が揺れる。

　間髪おかず律己は顔を胸に伏せ、尖りきった先端を口に含む。

「ああっ、やぁっ、あ……！　うあっ」

　強すぎる刺激に、唇から舌を出し喘ぐ。

　乳首が吸われている。他でもない律己に。

　自分でも容易に触れない場所への刺激に、初めての美桜はひとたまりもない。

　飴玉のように口腔で転がし、根元に歯を立て、舌でしごかれるだけで身悶える。

　じんじんとした痺れが色づいた花蕾から胸に広がり、心拍数を押し上げる。

　たまらず頭を振ると、髪がさらさらと肩や頬を滑り打ち、そんなさやかな感触にも身体が疼く。

　媚悦への回路が繋がれていくごとに、腰が跳ね、身体が制御できずに揺らいでしまう。

　たまらずシーツを掴むけれど、そんなことでは収まらない。

　律己は、右、左と、交互に乳首を吸い、両の乳房を唾液に濡らすと、今度は思わせぶりに指でしごき始める。

　乾いた肌とも、濡れた舌とも違う。似て非なる感触は、異なる快感へ変化する。

「あっ、ああっ、あ……んあっ」

　嬲られるごとに芯を持ち、今ではあられなく勃ち上がった先端を摘まみ、持ち上げられ、釣られる動きで背を反らす。

「……綺麗だな、肌も、色づいた先も、しなる身体の線も。なにもかも綺麗で、乱される」

　嘘だ。乱されてるのは自分ばかりで、律己はまだなにも変化してない。

　そう思いながら睨むと、手首を取られ、そのまま律己の股間に触れさせられた。

「ッ……！」

　あまりの熱と、硬さに思わず息を詰める。

　初めて男性自身に触れた衝撃は大きく、驚きで、閉じていた膝の力が抜けた。

　その瞬間を逃して貰える筈などない。

　一瞬で割り開かれ、腰の位置を変えられ、脚の間に律己を挟む形にされてしまう。

「きゃ、あ……」

　悲鳴を上げようとし、けれど声を呑み込み身を縮める。

　浮かせた足首から膝、そして太腿と、素早く辿り撫でられ、仕上げとばかりに脚の付け根を爪でかかれたからだ。

　長い指がショーツの端をかすめ、先を意識させる。

　弱く、柔らかい肌は自分で思う以上に敏感で、強すぎる刺激で下腹部に力が籠もる。

　ぐうっと押されるような感覚が走り、子宮がどくどくと脈を打ちだす。

　切なさで胸が疼き、それはすぐ甘美な陶酔となって手足に染みる。

　汗とは違う、粘性の強いものがとろりとしたたり、両脚の間を濡らしていく。

　身を捩った途端、布が肌を滑り、くちゅりと小さな音が立った。

「あっ……い、やっ」

　淫らな反応にうろたえ声を漏らす。

　知られたくなくて太腿を擦り合わせようとするも、間に挟んだ男の腰がそれを阻む。

　頭に血が上り、頬が熱く火照る。

　上気した顔を見られたくなくて背けようとするが、すぐ男の手の甲で留められた。

「隠すな。ちゃんと感じている顔を見せろ」

「そんな、ことを言われて、も」

　反論しようとした唇に、そっと人差し指が当てられた。

「見ていたいんだ。今まで固く閉ざされていたお前の気持ちが、俺に向かって花開いていく様を」

「見たい……？」

　思わぬ台詞に驚き、繰り返すと、彼は嬉しそうに目を緩め、美桜の手を自分の頬に当て笑う。

「どれだけ、俺がこうなることを望んでいたか。お前に触れたかったか」

　嬉しげに言われドキリとしている間に、律己は太腿を撫でていた手で脚の間を包み込む。

　はっと息を詰めた途端、腹筋が閉まり、中の蜜が先ほどより露骨に漏れた。

　女を思わせる甘酸っぱい香りに、かあっと頬が熱くなる。

　訳のわからない恥ずかしさで息が浅くなり、頭が酸欠でぼんやりするのに、その場所から――律己が手を置いた恥丘から目を離せない。

　肘をついて少しだけ身体を起こす。

　普段、自分でも意識しない場所に律己の手がある。胸なんかよりずっと性的で、女である部分を。

　身じろぐことさえできずにいる美桜の額に、柔らかく温かいものが触れた。律己の唇だ。

「怖いなら、止めておく。嫌がらせたくないからな」

　キスしながら囁かれ、自分自身に問いかける。

　好きと知った夜に抱かれる。そのことに不安がないと言ったら嘘だ。

　あまりにも長い間距離を置き続けていたので、こんな展開にどう対応したらいいのかわからない。

　けれど、それは好きな人に触れて貰うのが嫌だというのとは違う。

「嫌なんかじゃ、ないです」

　はっきりと言葉にしながら律己の頬に触れると、彼は幸せそうに笑い、美桜の掌に顔をすりつける。

　熱い吐息を満足げな声と共に漏らし、それから、とん、と中指で秘裂を軽く叩いた。

「よく考えろ。ここからは、もう、止まれないからな」

　まぶたを半分閉ざしながら律己が言う。

　闇の中でも妙にはっきりと見える彼の眼差しが、情欲に灼けていた。

　こんなに焦がれ、求めているのか。そして、初めての自分に寄り添おうとこらえているのか。

　ほんの数秒視線を合わせただけで、わかってしまう。

「律己さんだから、平気」

「馬鹿、そこで煽る奴がいるか」

　喉を揺らし、からかっているが、目の端が興奮で赤く染まっている。

　元々色気のある律己がそうなると、心臓が止まりそうなほど官能的だ。

　ごくりと唾を呑めば、彼は大丈夫だと言う風に、美桜の背や肩に左手を沿わせ、残る右手で女の秘められた部分を暴きだす。

　薄い下着の上から丹念に撫でられる。そのうち、溢れた蜜で濡れた布がぴったりと肌にくっつきだし、徐々に形が明らかにされる。

　隠された部分が浮き立つ様子は、自分の身体なのにひどく淫猥で、変に興奮してしまう。

　声を殺して凝視しているのに気づいてか、先ほどしたより強く、律己が中指で恥裂を弾く。

「っ、ぁ……！」

　とん、とんとリズミカルに弾かれ、甘ったるい刺激に腹の奥が震える。

　間断なく弾いたかと思えば、ねっとりと捏ねるようにしてほぐされていく。

　男の指の動きや力の込め方が変わるたびに、美桜は喉をそらして喘ぐ。

「は、ぁ、……あ、ああ、っ、あ」

「いい声だな。何時間でも聞き続けたいぐらいだ」

　愛撫を重ね、女体を追い込みながら楽しげに言う。そんな律己の声もまた、美桜の痴態と共にかすれて切羽詰まっていく。

　ちゅく、くちゅ、と粘ついた音が止まらない。

　花筒からこぼれる蜜の量が目に見えて増え、下着どころか律己の手や、自分の太腿まで濡らしてしまう。

　ぐり、と強めに淫核を擦られ、美桜は尾を引く悲鳴を上げた。

　勝手に手足が跳ね、ぎゅうっと小さくなろうとするが、脚の間に挟まれた男の身体が邪魔でうずくまれない。

　もどかしい。逃れられない媚悦に捕らえられている。

　やるせなさのあまり、舌を出しながら呼吸をすれば、はっと律己が息を凝らす。

「触れるぞ」

　なにに、と問う暇もなかった。

　焦れるほど丹念に身体を探っていた指が、突如として荒っぽく動く。

　ショーツのクロッチが乱雑に寄せられ、剥き出しになった濡れた花弁が空気に触れた。

　とろりとしたものが肌を伝い、はしたなさに唇を引き締めたと同時だった。

　ずぷりと音を立てて、律己の指が差し込まれた。

「ああっ！」

　慣れない処女の身体が異物を察して引き締まる。

　すると驚くほど克明に、中に含む指を意識してしまう。

　指を入れた状態のまま、律己が喉で呻く。

「熱くて、どろどろで……溶けそうなのに、きつい」

　美桜に聞かせるのではなく、声にしたこともわからないほど、感じ入っているのだと気づく。

　――こんなに、感動されている。理性を失い感嘆を漏らしてしまうほど。

　そう気づいた刹那、ぎゅうぎゅうと締め付けるだけだった内部の動きが変化しだす。

　圧迫して押しだそうとしていた襞の動きが、中に引き込むようにうねりだす。

「は、あ……、あ！」

　自分自身の変化に驚き退こうとした腰を、力強く掴まれる。

「逃げるな。これからだ」

　乱雑に言い捨て、差し込んだ指がさらに奥へと進む。

　強すぎる快感から逃れようと蠢く淫襞に抗い、律己の指が中で曲がる。

「ひあっ……！」

　力強く襞を押し上げられ、その動きに釣られるように発情した声を放つ。

　奥から衝動が突き抜け、胸が打ち震えた。

　二、三度、なぞり回して内部を探っていた男の指は、拒絶されないと知った途端、大胆に掻き乱しだす。

　指戯に操られるまま身をのたうたせ、溺れそうな愉悦の中であがく。

　わななき開いた口から際限なく嬌声がこぼれ、足指が内側にきつく丸まる。

「やっ……んあ……なあっ、な、に……これ」

　絶え間なく襲いかかる悦に、這々の体で問いかける。

「感じて、期待しているんだ。お前の身体が」

　挑発的に言い捨てた律己から唇を奪われた。同時に、腹側にある一点を強く擦られる。

　柔らかく絡みつく他の場所とは違う、しこり充溢したそこに触れられたと同時に、美桜は目を見開き背を浮かす。

「ひっ……ぁ、あああっ」

　今まで受けたのとは比べものにならない圧倒的な快感だ。

　身を捩り、腰を泳がせ、逃げようとする身体とは裏腹に、蜜襞は、埋められてる指にまとわりつき、しゃぶるように奥へと動く。

「あっ、や、やだ……や、あ」

　自分でも知らなかった女の部分を、律己の指で理解してしまう。

　いやらしく濡れた襞の動きから、蜜がじゅわりと溢れる様まで。

　淫らすぎる反応に戸惑い、恥ずかしさから拒絶してもまるで無駄で、身も心も絶頂へ向けて追い詰められていく。

　舌を絡め合っていた唇が解け、口端から唾液がこぼれた。

　そんなさやかな感触にも、おかしくなるほど感じてしまう。

　男の指戯に呼応しつつ声を上げ、初めての愉悦の中で溺れあがく。

　鼓動はこれ以上ないほどはやり、逃しきれない熱が肌を汗ばませ、秘裂から聞こえる水音はどんどん粘着質に、大きく響きだす。

「あっ、やっ……、だめ、おかしく、なる！　おかしいの、なにかが」

　追い立てられるままに呻くが、律己は応えない。

　ただ、執拗に感じる部分を指で押し、擦り、揺れる乳房の尖端へとしゃぶりつく。

「んあああっ……っっ！」

　まぶたを閉ざしても、奥を穿たれるごとに閃光がひらめいた。

　思考は光に濁り、身体中の神経が敏感になり、触れる雄だけを感じきる。

　限界を迎えた太腿が、意志とは関係なしにぶるぶる震えたその時。

　数を増やし、襞を圧迫していた二本の指が、濡襞を振り切り、腹の裏にあるいい部分と淫芽が同時にくじる。

「は……あああああっ！」

　こらえきれない熱が、奔流となって爪先から頭頂部までを貫き、美桜は声を上げて身をそらす。

　心地よい衝撃にあちこちが痙攣し、震えていた脚が緊張にぴんと伸びる。

　身体をわななかせ感じきる中、これがイクということなのだと本能で悟る。

　限界に来た筋肉が弛緩し、汗に湿りだしたシーツに身が沈む。

　激しく呼吸を繰り返していると、律己の身体が静かに離れだす。

「やっ……、あ」

　物寂しさから手を上げようとしても、指が上がらない。変わりに、泣きそうな顔で訴える。

「大丈夫だ。こんな処で終わりにしない」

　幼子にするように頭を撫で、まだ不安がる恋人に呆れようともせず、合間合間にキスをはさみながら、律己はもどかしげに服を脱いでいく。

　闇になれた目に、男の肌がさらされる。

　日に焼けて、引き締まった胸筋が脈動ごとに膨らむ様子や、動作に沿って張り詰める腕の筋肉。

　形がはっきりとしている肩の骨や指の節は強そうで、女の柔らかな肢体とはまるで違う。

　自分より遙かに強く、逞しく、力を秘めた存在を前に、圧倒されていく。

　食い入るように見つめていると、乱れた髪を片手で掻き上げていた律己が苦笑する。

「照れるな。そんなにまじまじと見つめられると」

「ごっ……ごめんなさい。でも」

　手を伸ばし、律己の頭に触れた。

　チクチクとした髪を指で混ぜ、耳の後ろ、首の動脈と辿り、視線だけでなく触覚で男を探る。

　くすぐったげにしながらも、律己は美桜の好きにさせていた。

　骨に尖る肩の端は、意外なほど丸く、すんなりとした首や腕も、見た目とは違い、太くしっかりしている。

　胸は厚くしなやかで、腰の筋肉は硬く引き締まっている。

　見た目ではわからないものだ。この肌の乾いた感触も、指の動きに反応する筋肉も。

　秘書と社長という距離では、決して知ることのない身体。

　この身体が自分を抱くのだと認識した途端、美桜は衝動的に律己に抱きついていた。

「格好いい……」

　感じるままに伝え、愛おしさに任せて頬ずりする。

「ここに来て、そんな可愛いことを言うか。……降参だ」

　淫靡な眼差しのまま、律己は美桜の恥ずかしがる余裕すら与えず、その膝を立たせ、左右に押し広げた。

「欲しい、今すぐ。お前のすべてが」

　宣言するなり女の腰を掴み、高さを調整しながら覆い被さってくる。

　そうして、濡れ、どろどろに溶けた秘裂の上で、避妊具をかぶせた己の屹立を往復させだす。

　たっぷりと蜜をまとわりつかせ、張り出した部分で淫蕾を刺激されると、収まりかけていた媚熱は、すぐに焚きつけられた。

　お互いの性を密着させたまま、慣らすように揺さぶられ、徐々に官能の熾火が燃え立ってくる。

　だけど足りない。熱を分かち合えば合うほど、もっと、もっと欲求が募る。

　熟れ爛れた内部がひくつき、焦れた腰が泳ぐ。

　入り口に男のものがあてがわれ、質量に驚いた身体が細かに震えた。

　刹那、ぐっと力が込められ秘裂が拓かれていく。

「ぁ……、あっ、うっ」

　指とは比べものにならない圧迫感に身をすくませるも、男の身体はびくともしない。

　怯え、キスを求めて開いた口から出た美桜の舌先を、奪うようにして吸いながら、律己は慎重に腰を進めていく。

　呼吸もできないほど互いの唇が密着し、どちらの口腔ともわからぬまま舌を絡ませ、唾液が混じり合う。

　深すぎる繋がりに酸欠となり、美桜が喉を震わせたと同時に、ぬかるみで遊んでいた硬い先端が、奥処まで一気に差し込まれた。

「ふっ……あっ、ンあああっ」

　今までとは違う質の艶声に鼓膜が震える。

　隠しようもない雌の色で、理性が塗りつぶされていく。

　痛みより、衝撃のほうが先だった。

　肉体どころか脳髄まで振動させる衝撃と、深い陶酔はすぐに抜け去り、深くから恍惚としたものが沸いてくる。

　繋がった。繋がれた。やっと。

　つぶやかれたのか、つぶやいたのか。わからないまま、ただ衝動のままに腰を浮かす。

　秘部全体が男の雄に密着しようと蠢き、呑み込む。

「ぐ……、う」

　喉を抑えた律己が、我を忘れたまま呻く。

　艶にまみれた響きは美しく、淫らで、女の誇らしさと独占欲を完璧に満たし尽くす。

　多幸感に操られるまま腕を伸ばし、下肢だけでなく身体全体で重なり会うと、感動は二倍にも三倍にも増幅する。

「律己、さん」

　抱きついた耳元で囁く。すると、腰にあてがわれた男の手が、応えるように肌を撫でる。

　密着しすぎて、鼓動や体温の区別も付かない。

　感極まって、かすれ声を漏らせば、まだだと言いたげに腰が揺らされた。

　限界まで含ませ、尖端で子宮の入り口を押し捏ねると、今度は逆に抜けるほど引く。

「ふあ、あっ……！」

　奥処を抉られる衝撃は重く、甘く、とてつもなく淫らで、もっととねだるように中が蕩け、吸い付きだす。

　花筒はすぐ律己の剛直になじみ、襞を蠕動させながら、根元から先までを締め上げる。

　ヒクヒクと吸い付いては吐精をうながす動きに煽られ、律己が徐々に抽挿を激しくしていく。

　丹念に指淫でほぐされていた蜜路は、不慣れながらも男に寄り添い、快楽の回路を繋げ始める。

　先ほど指で感じた場所を淫蕩に抉られ、ただひたすらに声を上げ、揺さぶる身体にしがみつく。

　もう、悦を与えられるままに喘ぎ、身体を震わせ、訪れる変化を感じるだけで精一杯だ。

　ここがどこで、どうなっているのかなどわからない。

　ただ、自分を抱いているのが律己だと、惚れた男だということだけがすべてになる。

　奥処に圧が伝わるだけで達し、背筋をしならせる。

　そうすると今までよりさらに深く繋がることになり、濡れ襞は淫らに蠕動した。

　感じすぎて腰が砕けそうだ。

　限界を訴えたくて、男の身体にしゃにむにしがみつくと、返す早さで腰を鷲づかみにされた。

「っ、美桜……！」

　がつがつと打ち付けられ、嬌声と唾液が一緒くたになって唇からこぼれる。

　一突きごとに絶頂に追いやられ、次の瞬間、もう限界を書き換えられる。

　ひたすらに抱き締め、ひたすらに求め続け、律己の名を呼んだ。

　快楽に降りてきた子宮口を最後とばかり貫かれ、かろうじて保っていた意識がふと途切れた。

　瞬間、中を満たす肉茎が生々しく震え、皮膜越しに大量の精をぶちまける。

　びゅるびゅると、射出する音が聞こえそうなほど激しく、長く、ほとばしるそれを受け、言い知れぬ恍惚に溺れ酔う。

　事後の気怠さに満たされる中、互いの汗や香水の香りに混じって、わずかに血の匂いがした。

　それが破瓜の証であることに気づかぬまま、美桜は眠りの世界へ堕ちていく。

「……ありがとう。ずっと、お前が欲しかった」

　愛おしげな表情で告げられ、美桜は「私もです」と微笑み目を閉じた。










４．モブ女も恋の賑わい











　八月、お盆を過ぎ。どこもかしこもうだるような暑さだ。

　マンションへ向かう道を歩きながら、美桜は額の汗を拭う。

　律己と恋人同士になってから、二ヶ月が経つ。

　仕事中は相変わらず、やんちゃな社長と生真面目秘書な二人だが、仕事が終わってからの過ごし方は大きく変化した。

　以前は一人暮らしの家に帰り、土日に作り貯めた保存食を並べた晩ご飯を食べ、テレビを見て寝る。という変化にとぼしい生活をしていたが、今は違う。

　仕事が片付くと、ほとんど毎日のように、食事かデートに誘われる。

　雑誌に載っているようなオシャレなイタリアンバーから、夜の遊園地。早く終わった日は二人でショッピング。かと思えばナイトプールと、多彩で飽きさせない。

　その後は、当たり前のように律己の部屋に招かれ、――朝まで帰して貰えない。

　もうコップや歯ブラシはもちろん、基礎化粧品にスリッパまで美桜のものが用意され、ほとんど同棲状態である。

　同じ会社で、出勤時刻も退勤時刻も一緒とくれば、気づく人は気づく。

　気にして、目立つことを避けたがる美桜を前に、律己は、「社長とその秘書が、出退勤で重なるのはありがちだろう」と取り合わない。

　どころか、最近では美桜との時間を増やそうと、己の仕事で効率化を極めだしている。

　社長が早く仕事を終わらせれば、秘書の仕事も一段落つく。その分、二人で甘い時を過ごせるという訳だ。

　一緒に暮らさないかと誘われているし、側にいるのに苦はないが、やはり結婚が見えるまでは同棲に踏み切れない。手に入ると思わなかった分だけ、慎重で臆病になってしまう。

（今でも、夢かと思う。律己さんの恋人だなんて）

　エントランスに入り、郵便受けをみれば、ダイレクトメールやちらしがたまっていた。

　今日は律己と別行動なのだ。

　明日は、東京湾に停泊中のクルーズ客船を借りた、ファッションイベントがある。そこに律己の会社も参加するのだが、来月発売予定の新ブランドで、問題が起こってしまったのだ。

　詳細は知らないが、社長対応が必須らしく、彼は昨晩から客船のほうに泊まり込んでいる。

　美桜はと言えば、秘書で、居てもしてもらうことがないし、会社で待機されたほうが都合がいいとかで残された。

　が、結局大した用事もなく、明日に備えて、早めに退社しろと指示されてしまった。

　それにしても、最近はほとんど家に帰れていない。と言うか、恋人として、美桜を帰らせたくないのだろう。

　千樫と美桜が友人だということは、律己も納得しているけれど、やはり感情の部分で、彼が隣室に住んでいるのが気になるらしい。

　とはいえ、対象である千樫本人とは、あまり連絡が取れていない。

　秋からツアーが始まる上に、飛び込みで請け負った仕事に手間取っているらしく、通話は留守電に繋がるし、送信したメッセージの返事も途切れがちだ。

　この間など、〝アタシに連絡するぐらいなら彼氏にしなさいよ〟と、釘を刺されてしまった。

　頻繁に連絡していた訳でもないのだが。

　それに千樫の助力あってこそ恋が成就したかと思うと、お礼をちゃんと伝えたい。

　つらつら考えながら、エレベーターを降りた途端、目の前に影が差す。

「チカちゃん!?」

「あらま」

　ノースリーブシャツにチェックのパンツのブリティッシュスタイルに、赤いデイパックを右肩に掛けている。出がけだったのだろう。

「ふーん、ちゃんと愛されてるみたいね。よかったじゃないの」

　ありがとうと言おうとした美桜より早く、千樫は目を細め笑う。

「この間も思ったんだけど。あの社長と付き合う間は、髪を上げるのに気を遣ったほうがいいわ。……ココ、どんだけ独占欲が強いのよ」

　首の後ろ側、鏡に映り難い場所をとん、と指で示して千樫が唇を歪ませる。

　それだけで、なんの事かわかってしまった。

　朝方、まどろんでいる美桜に対して、律己が悪戯で強く肌を吸い付けたのだ。

　自分で気づいても恥ずかしいが、他人から指摘されれば、一層恥ずかしくて仕方がない。

　真っ赤になって目を反らしていると、ふふっと小さく笑われ、すれ違う。

「じゃあね」

「あっ、待ってチカちゃん、今度、一緒にご飯……」

「馬鹿ね、そんなの友人じゃなく、彼氏と行くものよ。アンタから誘ってみなさいよ。あの社長、感動して泣いちゃうから」

　でも、と言おうとした美桜の目の前で、エレベーターのドアが閉まりだす。

（行っちゃった）

　数を減らしていくエレベーターの表示ランプを見つつ、溜め息をつく。

　忙しくなるのは聞いていたが、立ち話も出来ないほどだなんて。

　肩をすくめて家へ向かう。

　玄関に入ると、密閉されていた部屋独特の熱気がむわっと肌を焼く。

　暑さとほこりっぽさに耐えきれず窓を開ける。

　するとマンションの前に、見知った形の車があった。

　磨き上げられた黒のドイツ車だ。

　シンプルでクラッシック。目立たないけど、高級感の漂うスタイルがオシャレだ。

　律己もプライベート用に、同じ色と形のものを一台所有していたな。など考え見ていると、玄関からでてきた千樫が、まっすぐその車へ向かう。

　助手席のドアが内側から開かれ、そこから見えたスーツの袖口に息を呑む。

（嘘……）

　律己のものだ。間違いない。遠目でも、特徴のある色味はわかる。

　トロフェオと呼ばれる極細の羊毛を使った、ブライトネイビーの高級スーツは、そこらにあるものではない。

　特徴のあるカットや縫製を用いているため、着る側にもスタイルのよさが要求される。お金を持っていれば着られる服とは違う。

　目を凝らし、掛けているサングラスの形や、髪の具合で確信する。

　運転しているのは律己だ。

　明日のイベントに備え、現場を離れられないほど多忙な彼が、何故、千樫を。

　ぞくりとした。部屋の暑さなんか関係なかった。

　スマートフォンを手にして、連絡するかどうか迷う。

　どうしてチカちゃんと一緒なんですか。とか、忙しいんじゃなかったんですか。とか尋ねたい。

　けれど、相手の仕事を、その過酷さを知る故に、気を煩わせるようなこともしたくない。

（明日のショーが終わってからでもいい。落ち着いてから、きちんと聞けばいい）

　今は我慢すべき時だ。律己の仕事の集大成となるショーが終わるまでは。

　胸の奥から湧いてくるもやもやを無視し、美桜は一人だった頃を思い出しながら、淡々と部屋を片付けた。







　豪華客船で行われる、複数ブランド合同のクルーズコレクション初日。

　航海中は、サーカスやオペラで観客を楽しませるホールは、人と音楽で溢れかえっていた。

　ライトアップされたステージを往復する、モデルたちの動きは毅然としており、揺れる船内とは思えない。

　上得意やファッション誌の記者、セレブや芸能人といった、ネット発言力の高いインフルエンサーだけを招いたコレクションは、ラストに向かって盛り上がっていく。

　効果的に服を照らすライトや、魅力的な外見と着こなしで人々の目を集めるモデル。

　観客を巻き込み展開される、ショー特有の空気は非現実的で、さながら夏の夜の夢である。

　しかし夢を支える舞台裏は、戦場だ。

　律己のブランドブースでも、それは変わらない。

　出番に向けて集中するモデルに、メイクブラシを探し絶叫するアーティスト。

　用意された服のチェックをするデザイナーに、調整する広報関係者とごった返している。

　競合するライバルブランドのステージも終盤に入り、これからの一時間で、会社の成功も失敗も決まるという緊張の中、それは起こった。

「待ってください！　由亜さん！」

　異口同音にスタッフが口にし、突き飛ばされた若手モデルが、悲鳴を上げて床に転ぶ。

　なのに、騒ぎの原因である由亜はお構いなしだ。

　自分が着る予定であった衣装を手に、楽屋裏から通路へと、すごい早さで進んで行く。

　客船乗務員も、この騒ぎに手を出しかね、通路の脇に避けている。

　ぶつかり、よろめきながら、美桜も同じ台詞を口に追いかけ、引き留めようとするが、彼女の歩みは止まるどころか、走るように速い。

　ショーに招いたＶＩＰを案内するため、律己が楽屋から消えた後のことだ。

　唐突に現れた由亜が、金切り声で周囲を罵りだしたのは。

「冗談じゃないわ！　本当に！　馬鹿にするのもいい加減にして！」

　ローンチ・モデルとして、特別な役割を担う彼女が激高している理由は、彼女が手にしている白いドレスだ。

　コレクションの最後を飾る、ウエディングドレスだ。

　デザイナーの自由かつ大胆な発想を示し、マリエと呼ばれ特別視されるそれは、ブランドのコンセプトや主題を示す、重要なものである。

　が、直前になってサイズが違うと由亜が騒ぎだした。

　美桜が事情を聞こうとするも、担当スタイリストは目を泳がせるばかり。

　社長である律己を呼べと、金切り声を上げる由亜に、周囲は怯えた目を向ける。

　なにが起こっているのかわからないまま、取りあえず、由亜をなだめ、仕事に集中させなければと駆け寄るも、逆に怒りを爆発させられてしまう。

　そして、この状態だ。

　彼女は楽屋を飛び出し、ついには甲板へと出てしまう。

　追いかけていた美桜も後に続く。

　貸し切りな上、客はショーにいるため、甲板は寂しく、夜闇と海風しかない。

　船が波を割る音が、ざあざあと耳に響く。

　東京湾を出向して一時間が経っているため、陸を飾る、強烈なネオンの光も遠い。

「由亜さん！」

　息切れしながら駆け寄る。

　由亜は、甲板にあるプールサイドギリギリに立って、美桜を睨んでいた。

「なんなの？　馬鹿にして！」

　いいしな、手に持っているドレスをプールの上へかざす。

　レースやチュールで華やかに飾られたドレスの裾が、底からプールを照らす照明で青白く染まる。

　鬼気迫る様子に足踏み、ドアの処で止まっていたデザイナーや関係社が、悲痛な声で叫ぶ。

　ショーの終わりを飾る、大切なウエディングドレスが濡れれば、もうおしまいだ。

　一点物で、今日限りの使用と割り切り、技術の粋だけを極めた服は、洗うことなど考えられてない。もし、乾かすことが可能だとしても、特別な技術と職人がいる。

　なのに由亜は、惜しげもなくドレスを危機にさらし、ニヤリと笑う。

「ぶち壊してやる」

「止めてください！　一体、どうして……！」

　喉を詰まらせる。由亜の行動が理解できない。

（由亜さんだって、今日のために、一年以上前から準備してきた筈なのに）

　新ブランドのローンチ・モデルという仕事はまれだ。

　由亜にしても、自分のモデル人生最高の栄誉となるものなのに。

　彼女まで二歩の位置まで進んだ美桜は、裾を水面に触れさせられて硬直する。

「アンタがソレを言うの？　本当に不愉快だわ」

　ぺっ、と下品に唾を吐き、由亜が顎をそらす。

「地味で目立たないアヒルの子は、一生アヒルでいればいいのに、色気出しちゃってさあ！　迷惑なのよ！　アタシの人生計画を邪魔してくれてっ」

　醜悪に顔を歪めて吐き捨てる。そこに美の片鱗などない。いや、顔が整っているだけに一層ひどい。

「なんなの。アンタと付き合って居るから、もう、つきまとうのを止めろって律己が……！　ふざけんじゃないわよ。私と、アンタみたいな冴えない女を比べるなんて、それだけでも侮辱なのに、付き合ってるですって！　付き合ってる？」

　血気にはやる鶏のように、ぎゃあぎゃあとわめきながら、由亜は美桜を罵声でつつき回す。

　――律己と美桜が付き合って居ることは、もはや公然の秘密だった。

　社内の人間や関係者は、由亜の前で口をつぐんだり、話題をそらしたりしていたが、どうやら、とっくにバレていたようだ。

　それまで高飛車にし、親の威光を振りかざして、ライバルを足蹴にしていた分、周囲の口は辛辣で、結婚を仕組もうとしていたのに、出し抜かれた惨めな女と吹聴されていたらしい。

　事実、律己本人の注意にも関わらず、見栄とプライドだけで、彼と結婚するような素振りや嘘を吐きまくっていたのだから、面目は丸つぶれ。

　その上に、サイズ違いの服である。由亜の堪忍袋の緒も切れる。

「恥を掻かせたわね！　私に！　この私に！」

　半分以上は自業自得なのに、由亜はそんな不条理を言う。

「だからといって、仕事を台無しにしていい理由にはなりません」

　わがままで律己の成果を潰されてはたまらない。彼は、この日のために心血を注いでいた。

　ベッドに入り、美桜を腕に抱いて眠った筈の律己が、夜中のリビングで、パソコン画面とにらめっこしていたのも、そのまま徹夜していたのも、一度や二度ではない。

　人にそしられるような残酷な決断も、苦汁を舐めるような選択もしてきた。

　秘書として、律己を側で見続けていたからわかる。

　なのに由亜は、恋人に――玉の輿に乗れないからと癇癪を起こし、ぶち壊そうとしている。

（なんとかして、ドレスを彼女から奪い返さなければ）

　やるべき事がわかっていても、手段が掴めず焦る。

「なあに、その反抗的な目。ほんっとう、以前から、アンタが気に喰わなかったのよ！　大して美人でもないくせに、律己の側に当たり前にいて、あの馬鹿も、アンタを当たり前に側に置く。腹立たしいったらないっ」

　音を鳴らして地団駄を踏み、由亜はまくしたてた。

「これが欲しいんでしょ？　律己のために！　ショーのために。けなげよねえ！」

　ひとしきり笑い、彼女はドレスをさらにプールへ近づける。

「土下座して頼みなさいよ。そして約束するのよ。二度と律己には会いません、別れます。私が身の程知らずでしたって！　……早く！」

　まるで子どもの癇癪だ。

　何千万ものお金が無駄になろうとも、関わる人が転落しようとも、お構いなしに、自分の欲求ばかりを主張する姿は、さすがの美桜でも腹が立つ。

　だが、自分は彼女と違う。

　どんなに自分がみじめな役割を担っても、ショーを成功に導かなければならない。

　腹を決めて、デッキに膝と両手を突く。

　すぐに由亜が高笑いしだし、美桜の顎に向かって、赤いヒールの先を浮かす。

　その時、突如として突風が吹いた。

「あっ」

　うろたえた声が自分のものか、由亜のものかわからない。

　強すぎる海風に、片足立ちだった彼女はよろめき、その手からドレスが離れる。

　薄く、軽い生地で作られたウエディングドレスは、風に乗り、プール中央部へと飛んでいく。

　悲鳴が上がるが、ドレスは運良く、片付け忘れのビニールボートに乗った。

　ほっと息をついたが、安心している余裕はない。

　台風が近いのか、外海だからか、いつまた突風がくるかわからない。

　上に乗る衣装ごとボートを引き寄せれば、ショーの最後にギリギリ間に合う。

　美桜は衝動に突き動かされるまま、プールへ身を投げた。

　無我夢中で手足を動かす。

　けれど日頃の運動不足に加え、美桜はあまり泳げない。

　先日、デートで行ったナイトプールでも、遊具に捕まり浮いているので精一杯だった。

　もう少しでボートに手が届くといった処で、脚がつり、身体が沈みそうになる。

　あわてて手足を動かすが、溺れそうな自分に混乱するほうが早かった。

　もがき、必死に泳ごうとしても、着ているスーツが肌にまとわりついて、上手く浮かない。

　一瞬だけ水面に顔が出た時、美桜、と名を叫ばれた。

　律己の声に聞こえ、油断から脱力してしまう。

　一瞬で身体が沈み、息が苦しくなる。

　駄目だと思って目を閉じてすぐ、誰かに力強く抱き寄せられる。

　あわててまぶたを上げれば、目の前に律己の顔。

　唇が奪われ、そのまま酸素を吹き込まれ、たちまち息が楽になる。

　律己は一つうなずくと、片腕に美桜を抱えたまま迷いなく底を蹴り、浮上していく。

　ざばりと大きく波が立ち、周囲の音がはっきりと聞こえだす。

　プールサイドで由亜が取り乱し、私のせいじゃないと叫んでいたが、もう誰も相手していない。

　律己は、右腕に美桜を、左腕にドレスの乗ったビニールボートを手に、悠々と泳ぐ。

　引き上げられるなり、バスタオルを手にした女性スタッフに押しやられ、やっと助かったのだと実感する。

「律己さん、ドレスは！」

　騒ぎを聞きつけて来たらしき彼は、美桜の台詞に驚き、次いで真面目な顔でうなずいた。

「大丈夫だ。美桜のおかげで。……だが」

　ちら、と目を脇に向ける。

　視線を追うと、警備員に羽交い締めにされ、泣きわめく由亜がいた。

　あれではモデルなど無理だ。代理はと思うけれどアテなど思いつかない。

　途方に暮れていると、人混みをかき分け一人の男が現れた。

「上等。美桜……っと、モデルもドレスも無事なら、多少の時間はどうにでもしてやるわよ」

　はっきりと言い切るその声は、親友かつオネェの彼に違いなかった。










５．恋なき処にオネェは立たぬ











「ええっ！　じゃあ、予定通りだったってことですか！」

　ショー終了後の夜二十三時。

　豪華客船のブライダルスイートで、美桜は目を丸くする。

　あの後。

　任せたぞと律己が口にし、それを合図に、周囲が一斉に動き始めた。

　状況がわからないまま、美桜は楽屋へ引っ張られ、ドライヤーとタオルを持った五人の女性により、頭から爪先まで完璧に乾かされた。

　そこまでしなくてもと思うまもなく、今度はメインデザイナーが襲いかかり、由亜が着る筈だった衣装を、何故か美桜に着せてしまう。

　驚くほど、美桜の身体にぴったりなウエディングドレスに疑問を抱えていると、迫力のある笑顔を浮かべた千樫に、肩を掴まれた。

　それからはもう、なにがなんだか。

　餓えた肉食獣が飛びかかるようにして、ヘアメイクと化粧を施され、あれよあれよと舞台袖に連れて行かれ、千樫から力一杯背中を叩かれた。

　まさか、そんな、と青くなりながらよろめけば、真っ白なタキシードを着てはにかむ律己が、目の前に居て――。

　見とれ、ときめいている間にステージへ導かれ、最も光の強いランウェイ先端部で、衆人環視のプロポーズ。

　それだけでも腰が抜けそうなのに、駄目押しとばかりに、五分あまりのディープキス。

　会場は拍手とブラボーの声に支配され、ライスシャワーよろしく、カメラのフラッシュが注がれる。

　そこからはもう記憶が曖昧で、気がつくと、ドレス姿で、このブライダルスイートに放り混まれていた。

　放心状態で床にへたりこむ美桜の前に、主犯と共犯――二人の男が現れたのは、一時間前。

　そして、一切合切の状況を説明された。

　結婚を狙い、律己につきまとっていた由亜は、己の美貌に自信がある上、お嬢様育ちで拒絶されることになれていなかった。

　結果、意固地となり、どんどん律己との結婚への執着を強め、しまいには社員を買収してスケジュールを調べさせたり、出張先のホテルに押しかけてお泊まり記事をねつ造したり、嘘の婚約指輪を手に、結婚すると周囲に嘘をついたりと、行動の異常さを増していた。

　由亜が、美桜に危害を加える可能性に思い至った律己は、広報担当者やデザイナーを巻き込み、彼女をモデルから降板させる話を進めだす。

　由亜本人に気づかせず、こっそりポスターを撮り直し、ショーも別のモデルにして衣装を揃えるなど、極秘でやっていたそうだ。

　そんな中、美桜と恋人同士になった律己は、千樫について調べ連絡を取る。

　美桜と高校の同級生、千樫という名前、メイクアップ・アーティスト。

　プロを雇い、それらの情報を辿らせれば、簡単に本人が捕まる。

「それで意気投合しちゃってねー。アタシはアタシで由亜について調べてたから、ぜーんぶ、律己社長に暴露して、共犯者になることを決めたの」

　だって面白そうなんだもん。と、ハートマークが見えそうな口調で言われ脱力した。

　美桜が律己から貰ったプレゼントを見た千樫は、二人の関係が、年季の入った両片思いであると悟る。

　贈られた服や靴、香水に至るまで、美桜の趣味と外見を完璧に考慮されていたからだ。

　相手を知り尽くしたプレゼントは、度が過ぎ惚れてなければ揃えられない。

　量と金に糸目を付けず、物で縛ってでも、俺の女と主張したい。――そんな律己の怨念が感じとれたとか。

　しかし、美桜の恋愛鈍感力も筋金入りだ。

　律己の恋心――もとい執念を前に、これは、成就させなければ祟られると思ったらしい。

　ともあれ、男二人は由亜を遠ざけることで合意し、それは上手く行っていた。

　昨日、由亜に契約解除を通達し、今日のショーには現れない――筈だった。

　突然、モデルから外され、激怒した由亜は、親のコネを駆使して船に乗り込み、ドレスを人質に騒ぎを起こした。

　自分をコケにした律己など、ブランドごと破滅してしまえ。と。

　都合よく千樫がいたことや、一点物のウエディングドレスが、あつらえたように美桜の身体にぴったりだったことについては、もっと簡単に説明がつく。

　初めて抱いたその日から、美桜と結婚する気満々だった律己だが、どう事を運べばいいか迷っていた。

　なにせ、冗談の返しでも、一度、美桜から「秋埜家の籍に入る気はない」と言われた身だ。

　絶対に断られたくないと悩む中、千樫から、「ブランドお披露目ショーの最後、サプライズでプロポーズしちゃえばいいじゃない」と唆され――現在に至る。

　感激すればいいのか、呆れればいいのかわからぬまま、美桜は左手にある婚約指輪を凝視する。

　律己の意気込みを凝縮したように、無駄にダイヤモンドが大きい。絶対に特注だ。

（相当前から、仕組まれていたんだろうなあ）

　天井を見つつ、美桜は空笑いしてしまう。

「なんだか、一生分驚いた気がします」

　美桜の隣に座る律己を睨んだが、嬉しげな微笑が返るだけだ。

「さーて。アタシはもう退散するわね。二人を邪魔して、由亜みたいに、訴えられたくないしぃ」

　くねっと腰をしならせ、ポーズを取った千樫が喉で笑う。

　由亜は、警備員に取り押さえられ、そのまま下層船室に閉じ込められている。

　船が寄港次第、律己と会社から訴えられ、恐らく、億に近い賠償金を払うことになるだろうとの話だ。

　ショーに招待されていたセレブや雑誌記者が、律己の結婚と由亜の乱行を動画にし、速報よろしくネットに放流したため、由亜が頼りにしていた親も考えるだろうとのこと。

　自業自得であるが、なかなか厳しい人生が待っていそうだ。

「じゃあね。ミオリンも、リッキー君も。またいつか」

　両手で投げキッスして、千樫は部屋を後にする。

　律己に勝手な愛称を付けて逃げるあたり、自由人の彼らしい。

　二人っきりになった途端、部屋の静かさが気になってしまう。

「落ち着いた処で、祝杯でも上げるか」

　そう言われただけなのに、美桜は大げさに身体をびくつかす。

　部屋が新婚旅行用のブライダルスイートなのも、花嫁衣装なのも、なにもかもができすぎだ。

（なんとなく、初夜っぽいと言うか）

　ちらりと、横でシャンパンを開ける律己――未来の旦那様を見る。

　いつもは軽く流している髪をきっちりまとめ、白いタキシードを着こなす姿は、まるで王子様のよう。

　なのに、ネクタイを緩め、開かれたシャツの胸元がセクシーで、目のやり場に困る。

　もじもじとしている間に、シャンパンを口に含んだまま、律己が唇を重ねてきた。

「んっ……」

　数え切れないほどキスした口は、拒むより先に受け入れてしまう。

　炭酸の刺激に混じって、熟れた野苺のような風味が、口腔から鼻孔へと抜ける。

　冷えていたシャンパンは、二人が舌を絡めるうちに熱を持ち、さらに芳醇な味わいを産む。

　注がれるもの飲むうちに、どんどん口づけが深くなり、気づけば、アルコールより彼の舌を味わっている。

　ぐちゅ、くちゅと濡れた音を響かせながら貪れば、口端から桃色の雫がしたたり肌を伝う。

　ハネムーンを意識したものだと、落ちた雫の色で気づき、はっとして声を上げる。

「あ、ドレス、が……」

　まぶしいほど白い衣装だ。ピンクシャンパンの色がついては目立つ。

　なのに律己は悠然と笑い、シャンパングラスを手にしたまま、美桜をソファへ押し倒す。

　上体が傾くにつれ、雫が肌を滑る。

　身を伝う甘露は、男の舌に追われ、じっくりと舐め取られていく。

　めまぐるしい展開に昂ぶった美桜に、その刺激は強すぎた。

　ああっ、と声を上げて身を捩る。

　けれど逃して貰えない。どころか、ドレスからあらわになっている肩や鎖骨に、ひた、ひたとシャンパンの雫が落とされ、また吸われる。

「もっ……、やだあ」

「ドレスが気になるなら、ここでやめてしまおうか」

　そんな意地悪な問いをされても困る。

　身動きしてドレスを汚したくない。けれど、このまま戯れで済まされるのももどかしい。

　たちまち息を上げ、落とされる雫以上に肌を朱に染めつつ震えれば、律己が壮絶に色気に満ちた眼差しを向ける。

　ぞくりと腰の奥が疼き、頭の中が愛する男のことで一杯になる。

　溺れかけた美桜を、誰より先に助けてくれたこと。

　舞台袖で恐慌をおこしかけ、震えていた身体が、彼に支えられただけで落ち着いたこと。

　光に満ちたランウェイの果て、固唾を呑む観客たちに訪れた神々しい静寂。

　そして。

　――結婚してくれるか。美桜。

　真剣で、それだけに、人生を受け止める覚悟に満ちた眼差し。

　うなずいた美桜の指に、厳粛な顔でエンゲージリングを嵌めていく、男の眼差しや、仕草の優しさ。

　そういったものが頭を占め、陶酔の渦を呼ぶ。

　真っ直ぐに律己を見つめ、美桜は囁いた。

　――やめないで。そして連れて行って。

　貴方の人生が終わる場所まで、私は貴方の側に居ると。





＊　＊　＊






　舞台裏の暗がりで、スマートフォンを弄る。

　ブルーライトと共に、律己と美桜の結婚式が華々しく映し出されていく。

　〝アヒルの子秘書、白鳥シンデレラとして社長と結婚！〟

　〝平凡なんて言わせない？　大変身は恋のおかげ！〟

　そんな陳腐な煽り文句と共に、ネットの芸能記事を飾ったのは、もう半年前か。

「すっかり有名人になっちゃってさあ。ミオリンたら」

　画面に指を滑らせると、クルーズコレクションの話題をかっさらった、謎の花嫁――美桜の写真が次々に表示されていく。

　社長が結婚を決めた謎の美女が誰か。ドレスの見事さとともに注目され、当然、ブランド自体の知名度が上がり、律己の会社の服は飛ぶように売れた。

　〝Exhumeイグジューム〟――発掘するというブランド名の通りに、彼は、自分の愛するものの魅力を見事に世に見せつけた。千樫というツールを使って。

　一躍有名人となった美桜と律己だが、プライベートとビジネスを分ける二人らしく、甘い新婚生活が雑誌やネットを飾ることは少なかった。

　それでも、ごくまれにＳＮＳにアップされる写真から、幸せでいるのはわかる。

　――どうして、美桜にそこまで肩入れするんだ。

　いつだったか、律己と美桜が鉢合わせするように仕組んだバーで、律己から聞かれた。

　どうして美桜に肩入れするんだ。一般人を相手にしないことで有名な君が。

　その台詞だけで、男が、千樫について、すべてを探り追えているのだと知る。

　美の両性神。神出鬼没の万能アーティスト。

　そんな風に呼ばれ、海外のショービズ・ファッション業界で、あるいは想像もつかないセレブたちの間で、メイクアップ・アーティストとして争奪戦をされていることまで、お見通しに違いない。

　どう説明したらいいのだろう。高校時代のほんのちっぽけな思い出を。

　勉強しか取り柄がなく、小柄で、気弱で、いじめの標的になりかけていた千樫に、美桜が、手芸部のチラシを差し出してきた日のことを。

　――廃部になりそうだから、名前だけでも貸してくれない？

　女みたいな趣味。男らしくない。気持ち悪い。

　そう言われていた自分へ、〝手が居るから〟とか〝部費の足しにするから〟とかの言い訳を与え、美を作る欲求や、可愛いものへの好奇心を満足させてくれた。

　女の子の味方としてキャラを作れ、学校での居場所ができたのも、美桜のおかげだった。

　人生の恩人とも言える彼女が、恋を諦め、萎れ、花開くことなく干からびていこうとしているのを見た悔しさを、千樫は律己に、どう説明しただろう。

（思い出せないな。……ただ、恋愛対象にはならないのは、理解されたけど）

　小さく笑い、スマートフォンの画像を消す。

　あれから、美桜たちから何度となく連絡はあった。が、滅多に返事はしていない。

　結婚式への誘いは、〝クルーズコレクションで、あんなド派手な人前式をしておきながら、まだ結婚の証人が居るの〟とからかって逃げ、子どもができたという知らせには〝できないほうがどうかしてるわよ。あいつ、ミオリンの身体を触った感覚だけで、アンタのドレスサイズを完璧に決めたんだからね〟と茶々を入れ。けれど、あれから会っていない。

　唐突に引っ越した事に関しても、〝美桜の恋が上手く行ったなら、苦手なヤモリが来る物件に住む義理はない〟と、メールに書いて終わらせた。

「あっ、居た、居た！　チカさん、メイクお願いしまーす」

　元気が取り柄の若いスタッフが、ランウェイライトを背に手を振っている。

　リハーサルが始まるのだ。新しいショーの。

　はいはい、と答えているとメールが届く。美桜からだ。

　どこにいるの。なにをしているのと、思い出したように来るやつだ。

「探されても、会う気はないんだけどねぇ……」

　幸せならそれでいい。めでたしめでたしの世界に手を加える予定はない。

　自分はシンデレラの魔女であって、シンデレラそのものではないのだから。

「馬鹿ねえ、ホント、わかってない」

　好きなこと。女の子に綺麗の魔法をかけること。恋する顔を観察すること。幸せに笑うのを斜め後ろぐらいからぼんやり見ること。千樫の願いはただそれだけ。

　ハッピーエンドの後まで、アンコール出演したい訳じゃない。

　時間が押しているのか、また、〝チカさーん〟と呼ばれた。

　いい加減な返事を上げつつ文字をうち、ふっと笑って送信する。




　美桜ねえ、あんたねえ、いい加減理解しなさいよ。

　アタシが好きなのは、他人の恋バナなの。

　新婚の邪魔をして、アンタの嫉妬ぶかい旦那に睨まれることじゃないの。

　いーい？　人生長いだろうけど、これだけは覚えて、子々孫々に伝えて。

　〝恋なき処にオネェは立たぬ〟よ。




　――――わかったわね？
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※この作品はフィクションであり、実在の人物、団体、事件とは一切関係ありません。
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